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大管長会メッセージ

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会において・
指 導者 として，あるいは教師として(以

下，二方の言葉が 出て きて も両方 を指す もの

とす る)成 功 を収 める.ためには，ま勘 ご
壷 ・ 痴)曇 飛'魯 に

な一 と』籔.一 く.人
の冷やかな目にさらされることである、。
人 は 皆 ， 夙 ・い い

着"あ る 。 つ ま り

　　 ル
いないにかかわらず，

他の人々の生活に影

懸 嘉ゑ轟滋恋姦葱蕊 μ ね　幽 嵐、
.ゑ証教え導レ轟 嘉 嘉怨 燕麟轟鞭

鋤 轟轟廊羅眠㎏魚熱 嵯素幕鶴 論 嵐勧
百土つ'着 かれている人々も自分が神の

需の
　　 　　む

》 嶋緻 丈急
顔，灘 、蘇 ・醸に，'した知識が良艶 生活1
こ祉臨 謝 嘉重

・要力諜 蕊慕 忌轟 臥知る，ζ志力ざ太切急ある。人

は皆，神が一人一人に関心を払っておられる

こと，人に歩むべき道を歩んで生活して欲 し

いと望んでおられること，そして人が耳を傾

けさえすれば喜んで祈 りに答え，可能な範囲

で助けて下さるということを，深 く認識する

必要がある。

指導力は必然的にある種の大胆さを伴うと

言った人がいる。結局のところ，懲 ・

うのは，一.レ 却 ゆ

先んず憂蔦.柔.鴎ゑ類、轟義働 念悉灘無蒸情

型'い の で あゑ 。 従 っ て ， ど の よ う

な指導者になるか，また どのような影響 を与

えるか とい うことが問題になる。

人は皆， 自分が どのような人間になるかを

自分で決めなければならない。イエスの言わ

れたように 「 こハっ"な さい 私のオーな

い蝕'セ 弱一オ ・魏 い」 と言え

る人物にな りたいか どうか， 自分で決心 しな

ければな らない。これは， 自分が真理 と正義

の道に添って指導 していることを自覚 してい

てこそ言える言葉であって，これこそあらゆ

る指導者が目標 とすべ きことである。

イエスが導かれたごとくに導 こうとすゑ黄 ，

私 こ は'虎'こ"，'畝 ゐ 。こ

うしたチ ャレンジに応 えるため，私たちは ま

ず，キ リス トが指導者のひな型であることを

認識す る必要がある。キリス トの生涯 と教え

が記録 されている聖典 を研究すると，私 たち

救い主が導かれたごとくに

第 一 副 管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

裁

騰
　
＼潤 、 総
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はそこか ら，神のみ こころにかなった指導方

法について実例 を学ぶことがで きる。主が導

かれたごとくに導 くためには，聖典 を研究 し，

理解 し，それを生活に応用す ることが大切で

ある。二一ファイが言ったように，「すべての

聖文 を私たちのため と見立て」(1二 一ファイ

19：23)る よ うに し， また主の言われたよう

に，「神の口よ})出 ずるすべての言によヒ)て」

(教 義 と聖約84：44)生 き る必要があるので

ある。

二一ファイ第三書に，次のように言己されて

いる。

「すべてわが名のために迫害 を受 くる者は

その住むべき所天の王国なるが故にさいわい

なり。

わがために人々汝 らをのの し1)迫 害 をし，

汝らに就 き偽1)て さまざまの悪 しきことを訴

うる時汝らさいわいな り。

何 となれば，汝ら後に天に於て受 くる善 き

報い大 きければ大いに喜び楽 しむべければな
1)
。 汝らより前の予言者たちも汝 らと同 じく

迫害せ られた り。

まことに， まこ とに汝 らに告 ぐ，われは汝

らを世の塩のごとき者 とすれど，塩 もし塩気

を失わば，何 を以て世 に塩 め味をっ くること

を得べ きか。その塩気をな くしたる塩は もは

や何の役にも立たず，ただ捨て られて人々に

踏みつけ らるるのみ。

見よ，われは汝 らがわれを信 じ， 自分の罪

を悔い改め，また真にへ1)く だ1)た る心 と悔

いる精神 とを以てわれに来れ と言う御父の律

法 と命令 とを今汝 らに伝 えたれば，汝 らはす
も

でに目の前にこの命令 を有て1)。 而 して，古

き律法はもはや その目的を達 して効果なきも

の とな りたれば，

われに来1)て 救いを得よ。まことにわれ汝

らに告 ぐ，われが今汝らに下 したるこの命令

を守 らずば，決して天の王国に入るを得ず。」

(III二一 ファイ12：10-13，19-20)

キ リス トが この世 に降臨して，全人類に再

び天の御父のもとで命 を得 させ るための救い

のみ業に着手 された時，主は 「この律法には

従おう， しか しあの律法には従うまい」 とは

言われなかった。また，戒めに関 して も，「こ

れは行なお う， しか しあれは行なうまい」 と

2

は言われなかった。主は，ゲッセマネの園で

あれ程 もだえ苦 しみなが らも，最後まで耐 え

忍び，人に不死不滅 と永遠の生命 を得 させ る

ためにその命をささげ られたのである。

それゆえ，私 たちは神の戒めに従ぬ，守る

ようにすることが大切である。 しか し昔か ら

言われているように，従順 とは隷従すること

ではな く，指導者 としての重要な特質のひと

つである。

数々の訓戒，すなわちイエス ・キ リス トの

教 えに従わないために，偉大な指導者になれ

ない人がいる。イエスが導かれたごとくに導

くためには， ぎ2ろ 上、が天の御襲魚従われた

よ.ラ.に，、欝私たちはまず 第漏に.、.柔、リス トに従

乏志』ラ限 し女ければならな矯のである。私た

ちは，私がこれ まで述べてきたような，永遠

の 目標 を常に心に留めてお く必要がある。そ

して神の霊の子 として， さらに神に似た者 と

な1)， やがて完全な者 とならなければな らな

いのである。ただキ リス トの存在 を信 じるだ

けでなく，キ リス トに従お うではないか。キ

リス トを礼拝 し，常にその教 えに従順になろ

うではないか。

ジョセフ ・ス ミスが， どのように してその

民 をうまく治めているのか と尋ねられた時，

その返事 はこうであった。「私織 轟 。しい

原則毒。教.匙，響人々に自吟を治め善せる。」(10例処

nα1`ゾZ)1s6億 欝6s「 説教集」10：57)こ れ こ

そ，主のみこころにかな う指導の原則である。

つ ま1)私 たちは，購 垂ど理解慰、、をもって

正 しい原則を教 えて鹸為 とい う確信 を持たな

ければな らないのである。そ して福音の原則

を理解するようになれば，その過程に比べて，

最終的にはるかに大きな 自由 と成長 とがもた

らされるのである。

教会の指導者は同時に教師でもある。教師

の用いる最良の教授法のひとつ は，模範であ

る。そ して， この教授法 こそキ リス トがいつ

も使われた ものなのである。私たちが意識 し

ているいないにかかわらず，模範によって教

える事柄は，意図的に言葉に よって教える事

柄よ1)も ，はるかに強い説得力を持つ。そ し

て，その模範 を目にす る者に，いつ までも心

に残 る深い印象 を与えるのである。

有能な指導者や教師になるには，愛を示 さ



なければならない。また 自分が教 えようとし

ている相手に対 して，実際に攣，を感 」蕉けれ
ばならない。愛の力ほど， 盤象蕪 奪鯵霧專黎e

す 力躰姦 鵠亀婚よ4裂 憾 轟t轟_罪 人 も，
義人も，蕊 鉱蔦柔.≦のム，を愛康 総な。巨艶

血滋 轟 轟慈 轟轟 贔轟藤 熱 編 轟 盈毒之力ご

ある・.泓 轟 紘 藤 撫 嘉 い

㍍の訟 爆 一.輪 蕪為愈撫 ち

ば盈aム 蕪鷺壽恋蕊な俵撫威姦.購 熱懸 あ

紮_

その ような場合，指導者には，皿 と聾

、拠 めL急滋 る。指導者は，いつで も速やかに

行動が とれる とは限らない。従 って，決 して

過剰な反応 を示 してはならない。あらゆる人

が指導者の歩調に合わせて進め るわけではな

いか らである。 ジョセフ ・F・ ス ミス大管長

は次のように言っている。
「指導者たちが

，短気になった り，暗い気

手寺になることは言午されない。日寺嶋虹彼2ゑ と

嫉.』行動すること、と同 じくらいの勇気を必要

とする。.、だか ら，，.神の民の指導者 も，民 自身

も，人生の進路 を乱す問題が生 じた場合，、そ

のすべ ての解決方法 をす ぐに知 らなければな

らない と感 じてはならない。」(「福音の教義」

第1巻p.193)

指導 す る上で， もうひとつ非常に大切なこ

とは，倭 任 ということである。委任する相手

には， それ相応の責務 を与えなければならな

い。そ うした責務 を与えることは，指導者の

義務である。また委任を受けた人はその責務

を引 き受け，教えられるままにその義務 を行

なう決意 をしなければならない。また，責任

と同時に権限も与 えなければな らない。 ソク

ラテス(紀 元前470399年 ， ギリシャの哲学

者)は かつて次のように言ったと伝え られて

いる。「責任が与え られた以上，それを果たさ

ないくらいなら，死ぬ方がまだ ましだ。」

指導者な らば， 人にいったん責任 を与 えた

以上， その人の仕事に手出 しをしようとして

はならない。かつて リー大管長は次のように

語った。「彼らに出来る限 りなんで もさせな さ

い。あなた方指婆者は彼らの後ろに立ち，そ

の方法を教えればよい。人に責任を負わ，せ，

その責任 をどの ように果たしたらよいか を教

蔓 と・私 は そ鉱無盛ゑ Ω讐恋森ゑ と思

薪_

人 々に 自由に仕事をさせ なさい。決 して批

判することな く，成功 をたたえ，努力するよ

うに勧めなさい。すべての人に，.蚤蕊L鰯Lレ

カツ 麟 毒選里角粟し基てもゐわな.ければな

鉱な齢α指導者 というのは，決 して親方的な

存在であってはならない。救 い主が教 えられ

たように，人々に仕える者でなければならな

いの重ある。主は言われた。rあ なだがたのう

ちでいちばん偉い者は，仕える人でなければ

ならない。」(マ タイ23：11)さ らに主は，弟

子たちの足 を洗 うとい う偉大な模範 を示 し，

こう言われた。「だれでも自分 を高 くする者は

低 くされ， 自分 を低 くす る者は高 くされ るで

あろう。」(マ タイ23二12)

私 は グラン ト大管長の言葉 をよく覚 えてい

る。大管長は常々， 自分 に行なう準備のでき

ていない仕事 は決 して他の人に頼ま.ないと語

っ。ていた。

立派な指導者は， 自分に従って来 る人々や

自分が仕 えている人々の福利に関心 を払 うも

のである。私が，カナダのアルバー タ州政府

で勤務 していた頃，難 しい問題が数 多くあっ

た。そのような時，いつ もこの ように自問 し

たものである。「州に とって何が一番大切だろ

うか。また影響下にある人々や担 当部局の職

員に とって何が一番大切 だろうか。」 それから

私は，担当部局のいろいろな課の指導 者と，

また特にその影響 を受け る人々 と諸々の問題

について話合いをした。そ して彼らに， 自分

に も少なくともその責任の幾分かがあると感

じさせたのである。その後で私はいつ も主の

もとへ行って導きを求め， その導 きを受け る

と， それまでは考え もつかなかったような決

定を下すことができた。

私たちは指導者 として，「これわが業にして

わが栄光，すなわち人に不死不滅 と永遠の生

命とをもた らすな り。」(モーセ1：39)と 主が

言われたことを深 く認識 しなければな らない。

また主は言われた。「この故に汝らは主の代理

人なれば主の用向を肴てる者な り。 されば，

何事 にまれ主の意に従いて汝らの為す ところ

はすなわち主の業務な り。」(教 義 と聖約64二

29)
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も

確かに，私たち指導者は，主の用向を有て

る者である。そ鳳 」鴇製則ゑ教茎ゑgと

にょ2エ ，鴨ニ ム三 入の成長に最大限，心 を配

ら.なせれ ばな らない。またその人に，不死不

滅 と永遠の生命 を受ける備えができるよう，

努めて導かなければならない。私たちはこれ

を模範 と教 えとに よって行ない，その後，努

力 しようとする人々を助 け支えるのである。

しカ・しなカごら，.鋤 、黛器_ゑ烈ム疏駆易簸 ゑ

自由意志に従 って自ら決定 を下 し，自分 自身

をま愈烈 魚志』乏、IF烹献けなけね!ざ禽ゑ瞬蕉上よ魚=ぐ

繍 。

管理人の職 に関して主がジ ョセフ ・ス ミス

に与えられたみ言葉 を心に留めておこ っでは

ないか。「主はあらゆる管理 人の手によヒ)，今

もとこしえに も管理 人の職に関する報告書 を

差出すことを求むる。」(教 義 と聖約72：3)

指 導者がある責任 を支える場合，その責任

について，その責任の及ぶ範囲を明確に規定

した上ではっき1)と 理解 して もらう必要があ

る。それから，責任を与えた相手の進歩のた

めに，あるいは最終的な報告のためにある日

時を設定 し，それまでの期間何 ものにも妨げ

られずに行動 し，責任 を達成で きるようにす

る。また責任 を受けた人はいつ も指導者に報

告 をすべ きであセ)，指導者は報告 を求めるべ

きである。

教会の指導方式に従えば，大切な報告の場

は個人面接である。面接 をす る人 と受け る人

の間に理想的な関係があれば，これは，双方

に とって極めて実1)の 多い機会 となるはずで

ある。そこでは， 自己評価の機会が与えられ，

話合いも，腹を割った建設的なもの となるか

らである。そこは，援助 を与え，受けるため

の理想的な場である。

教会だけでな く，政界や実業界での私の経

験か ら， この ように権限を適切に委任す るこ

と，背後から支援すること， そし.て職 嚢

.紘ゑ ことが非常に重要であることを強調 して

お きたいと思 う。

委任にあたって，キ リス トが踏 まれた7段

階について考えてみよう。

1愈 ：イエスが設定 された教会の組織1よ，

驚醍 瀦 轡 償 欝享瘡O
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任 が容易に果たせるなどとは決 して言われな

かった。むしろその責任がいかに素晴 らし く，

またや りがいのあるものであるかを説明され

た。

二欝雑諜灘
信頼 をおかれた。

!勃 ：イエスは召された人々に対 して誠実

であ り，また人々にも誠実な者 となるよう求

め られた。

く命 ：イエスは責任 を委任 した人々に多く

のことを期待 し，同時に多 くのものをお与え

に転 ～た・

た肱 藤篇籍 輿雛談
けるべ きであると教えられた。また，ほめた

1)
， 必要 とあらば愛の心 をもって叱ることも

必要であると言われた。

私たちが偉大な者になれる望みがあるとす

れば，それはただひとつ，蔑、轟癒毒華燕轟範些

従 う、義とである。それゆえ，偉大な指導者 と

なるためには，次のことを行 なわなければな

ら勧
：完全な指轍 模範として，私たち

の枚い主を目標 とする。

痛2： 教師としもべの役割の関係を理角軋 ，
受け入れる。

(箪 燦 ：正しい原則を学ぶため聖典を研究す
る 。 〆

運 ン ：導 きを求めて祈1)， 耳を傾け，受け
た答えに従 う。

塵 毒 ：一 人一 人が 自分 自身を治めるこ とが
できるよう助ける。

第64一 人一人に， 自分の仕事に対 して責

任を持 たせ る。

・第子 ：適切なほめ言葉を言 う。

第⑧ ：自分の教 えたことと矛盾 しないよう

に， 自分で も模範 を示す。

第9に 神の予言者である大管長の声に耳を

傾け， その助言 と模範に従 う。



卜

し

指導者に従う者

ロジャー ・メ リル

そ こは彼がいつも思索と祈 りで過ごす場所
であった。庭に置かれた揺 り椅子 にゆっ

たりと腰をおろした伝道部長の姿は，赤い夕

日を背に くっき りと浮かび上が り，伝道本部

の裏のベ ランダか らは眼下に広がる町が美 し

かった。 しか し，伝道部長はそれ も自に入 ら

ぬ様子で，いまだ福音 を知 らずに真理 を渇望

している大勢の人々のこ とを考えていた。

カー ドン長老が2週 間前に解任 され，新 し

い補佐が必要だった。120名 の 宣教 師の中か

ら，だれを召した らよいだろうか。ゾー ンリ

ーダー をひとりずつ思い浮かべた
。そ うする

うちに， ひとりの長老に思いが絞 られてきた。

「いろいろな点で彼が一番経験豊かで うって

つけだ。地区の宣教師たちも彼によ く従 う。

けれども彼は私 との間でいろいろな問題 を引

き起こしている。立派なfる が， 自分

忽』蕊 嘉訟雛 点脳 ・燐轟 い

2泌 濾誕 ゑ無ゑ礪 な猷鳳意変黒しな

怯ね」叢なゑな嘘き.念な。訴皮に何かを頼ん.急毒そ

曝 には誌ずザ轡分㊥思繍通蕩.臨し孫弊そ

継 潔本巻峰夷切だ惹私を説得に識訟る轡、もれ

蓋漁脚 話.しなが，.私の煮轟、葱愛嫉入れ

よ鳥嘉協」撫 力ご見えな潔鳥び、憾や・鉱・樹墨には

別の量老煮.礁薦.、しな方菰よ.さ、轟.う、だ。」

のよっな指導者はやがて自分に全幅の信頼が

寄せ られていないことに気づ き， また自分 の

提案が他の指導者か ら拒否されることを不快

に、思うようになる。 旨 ・ 佃

々1こ景ク墾墜.)ヒ 着 一

事"・.纐 の熱 は

と鱗.

指 導者の信頼を得 るためにどうすればよい

かにつ いては，聖典 に数多 くの教訓がある。

イテル書の数節には，立派な弟子 となるため

に必要 な過程が記されている。ジェレ ドの兄

弟 とい うと，私たちは意志強固で忠実でた く

ましいジェレ ド人の指導者 を想像す る。けれ

どもそれ らの特質はただ授け られたのではな

く，長年の間，試練にあいながら身につけた

ものである。モルモン経のイテル書 を開いて，

2章14節 か ら読 んでいただきたい。「第四年の

終 りに主はまたジェレ ドの兄弟の ところに降

って，雲の中に立 ちなが らかれと親 しく話し

たもうたろ主は三時間 ジェレ ドの兄弟 と話 し

て，かれが主に祈 ることを怠ったのを懲 しめ

たもうた。」

祈 りを忘れて主に叱責 された人 と，主がイ

テル書3章9節 で 「これまで汝の如 き大いな

る信仰 をこめてわが前に来 りし者なし」 と言

われた人 とでは雲泥の差がある。ジ.エレ ドの

兄弟の一生のどんな出来事が，この差違 と成

長を生んだのであろうか。2，3の 聖句が，

ある重要な原則 を語 っている。

ジェレ ドの兄弟は主に讐め られなあとで，

5



「その罪を悔い改めて
，一 しょにきた者たち

のために主に祈 った。」(イ テル2：15)こ の

記録から，彼のす ぐれた特質は明 らか である.

神 に叱責 されてか らのこの謙遜 な態度は，彼

が偉大であったことの証である。

ジェレ ドの兄弟はすべての点で主に従順 に

従おうと決意 し，立派な指導者に成長す る道

を歩み始めたのであった。その時，主は彼に

舟 を造るように命 じられた。そこでジェレ ド

の兄弟は指示に従 い，主の試 しに立派に応え

たのであった。(イ テル2：16-17参 照)

その舟の建造がはか どった ところで，ひ と

つの問題があった。そこで彼は主の もとへ行

き，どうすべ きか を尋ねた。「主 よ，主がわれ

に命 じたもうたることをわれはみな為 しとげ

た})。 われは主の指図通})に 舟 を造れ り。

・・主よ
，汝はわれ らにこの大海 を暗やみ

の中にて渡 らせ たもうべ きか。」(イ テル2：

18，22)

主 は無限の知識 をもってお られ るので， そ

の問題に様々な方法で答えることがおで きに

なる。 しか し，主の 目的は 「人に不死不滅 と

永遠の生命 とをもたらす」(モ ーセ1：39)こ

とである。主はこの熱心な しもべの信仰 と勤

勉さとをさらに伸 ばそ うと願っておいでであ

った。そのために，主は問題の直接の解決 と

はならない事柄 を幾っか示 して，ジェレ ドの

兄弟の考えを求め られた。

「汝らが海の深みに沈め る時に光 あるため，

汝らはわれに何 を備 えられんことを願 うや。」

(イ テル2：25)

ジェ レ ドの兄弟がその決断 を下すのに どれ

ほどの時間をかけ， どのようなことがあった

かはわか らない。ただ，ジェレ ドの兄弟はシ

ーレム山に登って行 き，岩か ら16個 の小石 を

溶か し出した。この独創的な方法が主に受け

入れられたことは明 らかである。主は石に指

を触れ られた。主が，「これまで汝の如 き大い

なる信仰 をこめてわが前に来1)し 者なし」(イ

テル3：9)と 言 われたのは，この時の こと

であった。

6

ジェレ ドの兄弟が偉大な弟子 となったその

過程 を順に見てみよう。まず第一に，舟の建

造に見られるように，言われたことを進んで

行なった。第二に，彼はさらに光 を求めて主

に願い，そのことに よって努力 し，進歩 した

いという意気込みを示 した。第三に，彼はよ

く考えた上で， 自分の考えを申し出た。

このレベ ルまで到達 している人は，定期的

な報告 を忘れずに， 自分でや って行 く用意の

できて いる人である。そのような人は教義 と

聖約58章 に言われている人であセ)，自分の 自

由意志で多、くの ことを行ない，義 しいことを

選ぶ ことのできる人である。また，世 の創造

の時には7時 期にゃけて1時 期が終わるたび

に報告が行なわれだが，その ように，報告す

ることは大切な ことである。すなわち，次の

ような過程 を踏むことが大切である。

俳 われたことを行な川 テル2：14)

0縫 らに導きを求め・より良い働きをする(イ
ァ ノレ3：18)

騰 籍3穿 欝 されたら実行に移

ゼ曝 行 し，報告する(教 義 と聖約59：27;72：

㌧3)

あなたは指導者に従 う者 として どうであろ

うか。言われたことをするようにいつ も指導

者から叱咤激励 されどお しではないだろっか。

最低のことで満足せずに，時々何 をすればよ

いか聞 く状態 まで進んでいるだろうか。必要

とされるこ とを知 って提言できるまでになっ

ているだろ うか。 また，報告 しなが ら自分で

実行す るまでになっているだろうか。

福音に関す ることは何で もそ うだが，この
『ような段階 も順次学んでゆ くものである

。 と

ころが私たちは時折この順序 を前後する。ヌ

弾 蜘 一 轍 註

〉



P

っな鵬 、、黄 を聞かなかった1)， 指導者に受け

入れ，られ るような提案があま りできないうち

に， 自分で事 を進め ようとす る。狸塑的 に報

告をヤ窒が ら，行な』?てゆダと)1う.りは・指導

者の信頼 をそれ までの行動 によってかち得 た

人にだけで きるこ とである。指導者は，信頼

できる人に対 してのみ大幅な自由を与えるも

のである。冒頭に述べた宣教師は，これ らの

特質 を欠いていたのである。彼は指示に従わ

ず， まず指導者の信頼を得 ようとせずに自分

で行動 していた。また，報告 もしなかった。

アンモンとモーサヤの、壱、子 たちのすばらし

い話か らも，この同 じ原則を学ぶことがで き

る。モーサヤの息子 たちは改宗 して王位 を辞

退 したあ と，「野蛮，猛悪，頑 固」なレーマ ン

人への伝道 を申し出て許された。父のモーサ

ヤは謙遜にへ りくだって祈 り，息子たちが 自

分の元に戻 って来 るとい う約束 を主か ら受け

ていたが，息子 たちがその祝福 を受けるにふ

さわ しいこ とは，アルマ書17章2節 ，3節 に

次のように記 されている通 りである。

「この兄弟たちはまことに正 しい理解 をも

っている者たちで，神の道を知 るために熱心

に聖文 を研究 したか ら，す でに真理 について

深い知識 を持つようになっていた。

そればか りでな く，かれらは非常 に熱心に

祈1)と 断食 とをしたか ら 『予言のみたま』 と

『啓示のみたま』 とを受け，その教えを宣べ

るときには神に授かった権能 と威勢 とによっ

て教えた。」

これは，野蛮猛悪な民に神のみ言葉 を伝 え

たいと思 った神の人，モーサヤの息子 たちの

愛による。彼らが互いに別れたあ と，ア ンモ

ンはラモーナイ王の国に入った。聖典の記録

によれば，レーマン人は迷い込んだ二一ファ

イ人を捕虜にして王の前に連れ出すな らわ し

で， それか ら王の気持ちいかんで20節 にあ る

ように殺すか，捕虜にしてお くか，獄につな

ぐか， あるいは国外追放にす るかが決 まるの

だった。それ まで二一ファイ人がや って来て

レーマン人を改宗 させ ようと努力したが成功

しなか ったわけもそこにあったに違いない。

ア ンモンは捕われて王の前に引き出された時，

す ぐさま王に福音 を説いたヒ)，自分は王や野

蛮猛悪で哀れな民 を救いにや って来たなどと

は言い出さなかった。ただ，その国に滞在 さ

せてほしい と願っただけである。「さよう。私

はしばらくこの民の中に住みたい と思 う。多

分私が死ぬまでここに住むかも知れない」(ア

ルマ17：23)こ れは従来 とは全 く違 った接近

法であった。王はそのことに気 をよ くして，

王女 を妻に とさえ言い出 した。アンモンはそ

れにさからわず，穏やかに話を変えて，「そ う

ではな く，私はただ王の僕になるだけが願い

である」(ア ルマ17：25)と 返事 した。戦 って

までしもべの数 をふや そうとい う土地柄 なの

に，家来を志願するとは，これ も珍 しいこと

であった。アンモンが， しも・ドになれば最 も

よくその大国に影響 を及ぼせ ると考えていた

ことは明らかである。

聖典 には， アンモンが3日 間王に仕えたあ

とでセブスの水 というところへ行 ったと書か

れている。そこで彼は，王の羊 を追い散らそ

うとしたある男たちを殺 し，ある者たちの腕

を切 ン)落とした。王は彼の武勇 を聞いて驚い

た。 しか も，アンモンが 自分の手柄話 をしよ

うともせず，王の車の用意 をしていると聞い

てはなおさらであった。

「ラモーナイ王はアンモンが馬 と車の用意

をしていると言うこ とを聞いて， いよいよそ

の忠義に驚いて 『まことにわが僕たちの中に

いまだかつてこの男の ように忠実な者はなか

った。 この男はよくわが命令を記憶 してこ と

ごとくこれ を行 う。』」と言った(ア ルマ18：10)。

ア ンモンは指導者に従 う者 として大切な特

質 を具 え，みたまに導かれたこともあって，

ラモーナイ王の信頼を得た。王はアンモンを

呼び，力の源が何であるか，何がアンモンを

そのように非凡にしているのかと尋ねた。こ

こに，仕えることによって影響 を及ぼすアン

モンの能力がはっき『)とうかがえるのである。

「アンモンは賢いけれ ども悪 い心のない人

7
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であったか らラモーナイ王に， もし私が どの

ような能力であのようなことをしたか申し上

げたならば，王は私の言葉をお聞きになるか。

これが王に私が望 むことぞあると言った。

すると王は 『よし，われは汝の言うことは

みな信ずる』 と言った。」(ア ルマ18：2223)

こ うしてア ンモンは真 に大 きな影響 を及ぼ

すことができるようになった。すなわち，王

の信頼を得て，王に助言 し，福音の話 を告げ

る機会を得たのである。こうして， ラモーナ

イ王の宮中の人々や大勢のレーマ ン人が，ア

ンモンとその兄弟のアロン，それにモーサヤ

の息子たちの伝道によって改宗 したのであっ

た。

あなたは指導者か ら， もっと自由 を得たい

と思わないだろうか。従 う人に， もっ とよく

従 ってほ しい と思わないだろ うか。私たちは

ここで述べた原則を自分 に引き比べ，また，

ジョセフ ・スミスが正 しい原則に従 って 「自

分 を治め る」 と言 った通 ヒ)に行 なうならば，

たとえ完全に同意で きな くて も，従順に祈 り

の気持ちをもって指導者に従えるようになる。

またこうする時に，指導者は自分の行為の及

ぼす影響 を知 り，従 う人たちを信頼 し，助言

や意見 を求めるようになるであろう。

ただし，従 うに も限界がある。福音の原則'

に反 したことを求める指導者には従 う必要は

ない。あなたの内には聖霊の力によって正 し

いこと，正 しくないことを識別す る能力が具

わっている。 またあなたは，予言者の声が主

の民に語 る主の声であるこ とも知 っている。

総大会でマ リオン ・G・ ロムニー副管長は次

のように語った。

「私は大管長の話に非常に感動 した。大管

長か らご自分の体験 を聞 くことができて幸い

である。私は大管長の説教 を聞 きなが ら，か

れこれ25年 も前のひ とつの出来事を思い出し

た。ヒーバー ・J・ グラン ト大管長 との会話

である。そのとき私たちは，公けの立場 で取

った大管長の行動に対 して向け られたある批

判について話 し合 っていた。彼は私の背に腕
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をまわ し，左肩に手 をかけて，こっ言った。

「マ リオン
，君はいつ も大管長 を見つめてい

るね。 もし大管長が君に間違 ったことをしな

さい と言って，君がその通 りにしたとして も，

主はその ことで君 を祝福 して下 さるよ。」

そしてこう続けた。「でも，心配することはな

い。主はご自分の代弁者に民 を間違って導か

かせ るなどとい うことはなさらないか らね。」

私はこの言葉 を決 して忘れたことが ない。

また，今 までずっ とこの勧告 を忠実に守って

きたつ も})で ある。」(「大会報告」1972年4月

〔英文〕p.111)

賢朋.な人は息分の指導者に何 をす蒸 きか尋

わ・、勲煮庶 鳶見に耳 を傾け・.受け入れ る・ジ

ェレ ドの兄弟は ジェレ ドや主に忠告され，モ

ーサヤの息子 たちは父やアルマに忠告 され，

彼 らの意見に従 った。

戦 人蟻瓢 、頴責任を受け，誌旨導者に受

け入れて もらえる提言 をす。る。つまり，指導

者に従 ゑムは肩愈 の指導者りや り方 をよ・ぐ知

るように努めな げればな らないというこ之 で

ある。自分な りの独創的な方法で指導者の望

みを見通 し，指導者が必要 とす る事柄 を行な

うよう常に努めることである。従 う人は自ら

行動 し， 自分の 自由意志で多 くの正 しいこと

をなし遂げなければならない。そのためには，

誤ったことではな く正 しいことをなし遂げら

れるように， まず正 しい原則を理解する必要

力ごある。教会の煮鳳魚!鴛煮蕊ち疎盗ま鼠凛生生を豊

かに具 慰孟総、ゑが，撮よじめに従順でないため

に可能性が開花 しないことが多い。偉大 な指

導煮はは じめによく従った人である。 よく従

う者 とな ン)なさい。言われ ることを行ないな

ない。何をすればよいか尋ね，助言に耳を傾

けなさい。責任 を引き受け，提言 をし，実行

し，.自分の自由意志 で正 しいことをなし遂げ

なさい。一歩ずつ，走 る前にまず歩いて。導

く前に まず従いなさい。

☆ ☆



r私たち は彼 らを

愛 しま した。

彼 らを働かせる 力は

その愛な のです 。」

、㌧駆 磯
繭残 轡

サ ウニアテユー

世に巣立つ準備

編集主幹

ブライ アン ・K・ ケ リー

鋪轡 属

瀦'、藻

?

曳 さ
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「み んなが 目的を持 ち・仕事に取 り組みま

した。サウニアテユを自立 させ な くて

はな らないことを知っていたんです。」これは，

長年の間何百人もの人々の生活に劇的な影響

を及ぼ してきたある奉仕計画について，信 じ

がたいような話 を語って くれたエ ド・カマウ

オハ兄弟の言葉であ る。

サウニアテユの村は，西サモアのウポル島

にあるアピアか ら30キ ロほ ど東の死火山の火

口原にある。ウポル島の道路はほとんどが海

岸 と並行 して走 り，内陸へ 向か う道はほとん

どない。サウニアテユが海岸道路か らわずか

6キ ロの距離であ りなが ら孤立 しているのは，

そのためである。道の両側をうっそうと木々

がおお う様はまるで巨大な緑の トンネルのよ

うで，でこぼこの曲1)く ねった火山道を走る

車は徒歩 と大して違わない速 さである。

サモア語のサウニアテユは，「備 えの場所」

という意味である。サウニアテユの村を開い

た昔の聖徒たちは，教会のサモア史にこの場

所が重要な位置 を占めることを見通 していた。

彼らは，力 を蓄え準備 をす ることのできる場

所が必要なことを知っていたのである。1904

年 に 彼らがサウニアテユの村 を築 いたのは，

モルモンとい うだけで不当な税金 を課せ られ，

迫害され，村々 を追われたか らであった。そ

の後聖徒たちはサウニアテユに学校 を建てた

が，それはサモアの教会学校のひ とつ となっ

た。続 く数年間，村民 と学校の管理者たちと

の間でそのようなへ き地の学校運営の当否に

ついて度々話合いが もたれた。

1921年 ， サモアの役 人が村の存続に驚 きの

目をみはった頃，デ ビッド・0・ マ ッケイ長

老とヒュー ・キャノン長老が全世界の教会の

視察の途中，サモアに立 ち寄 った。マッケイ

長老が使徒 としてサウニアテユ村 と村民に祝

福 を宣言したのはこの時のことである。特 に

マッケイ長老は，村民が豊かな食物 と衣服に

恵まれ，農園の収穫が増 し，村民の心 と家庭

に平和が宿 るように と祝福 した。

1967年12月 に，エ ド・カマウオハ兄弟がサ
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ウニアテユ校 の新校長に任命された。それ ま

で続 いてきたサ ウニアテユ校が廃校の危機に

直面していた， そのような時に着任 したので

あった。

「学校 の質 と存在意義について
，行政的に

深刻 な問題が起こっていました」と，カマ ウオ

ハ兄弟は語 る。サモア人は高等学校卒業時に

国の標準テス トを受け ることになっでいるが，

サウニアテユ卒業生の平均点数はサモアの他

の教会学校 よ1)5点 も低か ったのである。学

力が劣る上に，学校の維持費が高か った。か

といって，貧困家庭の子女が多いため，学費

の値上げは望め なかった。 また，生徒や教師

の熱意 も低かった。

カマウオハ兄弟はこう語る。「学校は最悪の

状態だ と思い ました。私は管理する立場にあ

る者 としてこれらの問題に気づいていました

が，同時にサウニアテユの伝統がサモアの聖

徒たちに とってどんなに大切か ということも

承知 していたつ もりです。1921年 の マ ッケイ

大管長の祝福 は，私 たちがふさわ しい生活を

しなければ得 られないことも知っていました。」

エ ド・カマウオハは，まだ成就されていな

いが村民がその気になれば予言 された通 りの

将来が必ず来 る， と信 じていた。そこで彼は，

休む暇 もな く， ポ リネシア人らしいひきしま

った体に闘志を込めて，サ ウニアテユの生徒

たちに 自立 と誇 りを持たせ，村民が約束 され

た祝福 をその手で刈1)取 ることができるよう

に， いろいろな計画 を立て始めたのである。

サ ウニアテユの再起 を目指す彼の構想は遠

大であった。 しか し大勢の人々は，ひ と握1)

の教師たちと数十人の子供たちの手に負える

はずはないと考 えた。けれ ども， カマウオハ

兄弟はそれができると感 じていた。

「みんなを一大事業に参加 させ ることは
，

大 きな機械 を始動す るの と似ています。ただ

放っていてはいけ ません。一気に回転 を上げ

て，それは持続 させ るのです。」カマウオハ兄

弟は語る。

自分たちの将来は自分 自身が左右するとい



うことを知れば，学校 での生徒 の態度 も教師

たちの心構 えも違 って くるはずである とい う

のが彼の考えであった。「それまで人々は，だ

れかがサ ウニアテユの私たちを助けて くれる

と，受け身の体勢 でいたのです。私 は人々に，

外部の援助に頼1)， 人をあてに しす ぎている

ことを認識 させ ようと努め ました。 さらに頭

脳 と両手を主か らいただ「いていて も， 自分で

それを使 わなければ主は助けて下さらないこ

とを説明 しました。こうして私たちは 自分 た

ちの手で道路の建設に着手 しました。」

道路ができあが ると，サ ウニアテユの若者

たちは間 を置かずに別の仕事に着手 した。そ

れぞれグループに分かれて崖に沿 って水泳場

に下 る小道や道路， 自然道，農園の整備，マ

ッケイ大管長の祝福 を記念す る村長の家 を含

む，サモアの村作 りに励んだのである。 火口

の絶壁か ら水泳場や美 しい滝へ下 りて行 くコ
イ

ンクリー トの階段造1)は1年 がか りであ った。

この仕事に従事 したのは4人 の少年 で ある。

彼らは2本 のつるは しと2本 のか なて こと1

個 のハ ンマー を使 い，6ヵ 月間，土曜 日と放

課後に暗 くなるまで働 いた。少 しずつ石 を削

って，滝壷付近 まで，通路 を造 ったのである。

あ との半年は骨の折れ る階段造1)の 仕事であ

った。4人 は間に合 わせ の古い蚤ロ ッコで浜

辺から砂 を運び，川か ら砂利 を手に入れて き

て，それにセメン トを加 え，大岩 を浅 くえぐ

った穴の中で手 でそれらを混ぜ合わせ た。そ

して， できたコンクリー トはシャベ ルでバケ

ツに入れ，長い竹の両端にロープでそのバケ

ツを結 わえて肩にかけて運び，崖下 まで下ろ

した。このようにして一度に一段ずつ造1)，

つ いに道が完成 した。

滝に下1)る 道が造 られている間に，少女た

ちには村か ら滝に通 じる道路造 りの仕事が与

えられた。少女たちは道路計画 を練 ったが，

最初の案 は不適当 と思われた。そこでカマウ

オハ兄弟は，別の案 を練 るように指図 した。

しか し， その案 も適 当でなかった。少女 たち

か ら報告 を受けた彼は， それが適当でない理

ン

由はまだ真剣に考えていないか らだと言った。

「3度 目には精一杯考えて
，完全な案ができ

ました。ほどよくカーブ して，湿地帯を避げ，

理想的な道がで きました」 と彼は言う。

少女たちは毎 日学校が終わってから，川の

小石 をバケツに入れて運び，道に敷 いた。ひ

と1)あ た薯)25杯か ら40杯 の小石 を毎 日運び，

わずか数 ヵ月で道路ができ上がった。

それか ら少年少女たちは ，邑山か ら若木 を掘

ってきて，道路際に移植 した。ランや シダな

ども植えて道を飾った。彼 らはその道 をロサ

レー ン(バ ラの道)と 名づけた。

また，別の生徒たちは放課後 と土曜 日を使

って，学校農園を拡張 した。22，000本 の タロ

イモ と4，000本 の バナナの木， それにパイナ

ップルや ココナツの木 もた くさん植 えた。

自然道 を受け持 った青年 たちは，木や下草

などを刈って， 歩 く人が観葉植物 を観賞でき

るようにした。そしてこの仕事か らデザ イン

の基本を学 んだ。自然道のグループは，初め

て眼前にたちはだか る厚い緑の壁 を見た時，

カマウオハ兄弟の ところへ引き返 してきて，

どこを刈 ってどこを残 したらよいかわからな

い と言った。

「それは君たちの責任だか ら私 は考 えてあ

げないよと言ったんです。そして，彼 らに 『自

分のファレ(サ モアの家屋)に いてパウレ(す

だれ)が 下がっている時に，外を見たいと思

ったら君たち， どうする?』 と尋ねました。

する と，生徒 たちは 『パウレをどけて外 を見

ます』 と返事 しました。この原則 を学んでか

ら，彼 らは不要 な木や下草 を刈って，植物の

観賞や散歩のいわば天然ののぞき窓をきれい

に作 り上げました。」

仕事ははか どり，1921年 の マ ッケイ大管長

の来訪 とその時にサウニアテユについて使徒

が語った祝福 を記念する，サモアリモデル村

の建 設に まで計画は及んだ。彼 らは特別な村

長の家 を造 り，それ をマ ッケイハウスと呼ん

だ。マ ッケイハウスの完成後，何か飾 りがほ

しい と考 えた青年 たちは，森へ行 ってチー ク
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の木を切 った。チー クの木を集め るのは大仕

事だった。森の中で良い木を見つけてそれを

切1)倒 し，それか ら1本 ずつ枝葉 を刈1)落 と

し，ウインチで巻 き上げて トレー ラーに積み，

製材所 まで運んだ。こ うして準備 した角材 を

土地の職 人の所に持って行 ってサ モアの昔物

語を彫刻 して もらっ た。 しか し，木の入手か

ら完成まで何 カ月もかかった。彫刻の費用は

初めの うち，サウニアテユの宣教師や村民の

意気に感銘 を受けた人々からの寄付でまかな

ったが，その寄付 も足らず，20本 の大半が青

年たちの働いて得 たお金で支払われた。彼 ら

はある種の水草を湿地帯へ移植 して牧草 とし，

牧草地を自分たちの手 でだんだんと拡張 して，

その見返 りに家畜 をもらい うけ，それ を売 っ

て彫刻の代金に したのである。

木彫 りの計画が完了すると， カマウオハ兄

弟は職人にマ ッケイ大管長の胸像 を依頼 した。

彼はマ ッケイ大管長 の晩年の写真 を全部集め

て彼に渡 した。やがてカマウオハ兄弟ができ

上がった胸像 を受け取 りに行 くと，木彫 り職

人はもんもんとした様子で次のように語った。

「実は思い通1)に 彫れなかったんです
。 こ

んな経験は生 まれて初めてですよ。いつ もだ

った らどうにかなるのに， どうしたわけか，

この人のについては思い通1)に 手が動かない

んでね。ほ ら，見ての通1)， あなたか らもら

った写真にちっ とも似てない。」

カマウオハ兄弟はその晩彫像をサウニアテ

ユに持ち帰った。「太陽が沈みかけていたので，

急いでマ ッケイハウスに行 って，用意 してお

いた台座に胸像 を据 えました。そ してサ ウニ

アテユの古老がいたので，マ ッケイ大管長の

胸像だが どうですか と尋 ねたのです。私は後

に立 ってそれを見ていました。古老は返事 を

しませんで した。それで私は前にまわって，

『どこが悪いので しょうか
。お気 に召 しませ

んか』 と言 って，彼 を見 ると，古老は涙 を流

していたのです。彼はこう言い ました。『私は

マ ッケイ長老が祝福 を下 さった時に， その場

にいたん じゃよ。これは，1921年 に長老がこ
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こに来 られた時のお顔 じゃ』と。」

「また別の折に
，木彫 り職 人が，彼はモル

モンではなかったんですが，『エ ド，大 まじめ

な話だが， この彫刻は私が した仕事 じゃない。

あなたが したんで もない。 これは主のなさっ

た仕事ですよ』 と言 うんです。」

ほかに もいろいろな事柄に対 して，みたま

の導 きがあった。その一例が，苦労 して植 え

たタロイモをだれかに盗まれた時のことであ

る。サ ウニアテユの村民はだれもそのことを

知 らない と言 うので， カマウオハ兄弟は非常

に困って しまった。その晩，彼は問題 をどう

解決 した らよいか主に祈った。彼の祈 りは夢

で答えられた。夢の中でふたりの村人が農園

か らタロイモ を盗み出していた。ふた1)が タ

ロイモを掘1)起 こして，葉 を切1)落 とし，落

とした葉っぱ を土の中に埋めたの を見た。彼

らがタロイモを隠しておいて，真夜中に掘1)

出 しに来 るてはずの場所 も夢に見た。その翌

朝になって， カマ ウオハ兄弟はふた りの男 を

事務室に呼び， どうしてタロイモを盗んだの

か と聞いた。彼らはけんか腰になって，「何が

証拠でわしらをどろぼ う扱いするんです」 と

言った。

カマウオハ兄弟はそれに対 して，「主が夢で

教えて下 さったから， あなたがたが盗んだこ

とを知 っています」 と答 えた。そして，タロ

イモを掘1)起 こしてか ら埋め るまで，夢の中

のふたりがしたことを話 して聞かせた。「彼 ら

は泣いて後悔 しました。嘘 をつ くことにつ い

て，大 きな教訓 を学んだ と思 います。人に嘘

はつけても，神はだませ ません。」

「た くさんの経験 をしました
。不可能 を可

能にする助けを主が与えて下 さることを， そ

の経験か ら知 りました。このようにして働 け

ば，みたまの大切 なことが よくわか ります。」

「ある作業 グループ を組織 した時のことで

す。マ ッケイハ ウスの屋根 を造 るのに，セネ

ット(コ コナツの殻 で作 るロープ)が 非常 に

たくさん必要 でした。大勢の人がロープを提

供すると言 って くれましたが， もらいに行 く



と，だれも用意 していないのです。島中を駆

け まわって も，集まったのはわずかで した。

実にがっか りしました。それで神様に愚痴を

こぼしたんです。『私 たちは一生懸命働 いてい

ます。それなのに，必要な援助があ りませ ん』

と。

私はほかの約束があって，伝道本部 にいま

した。す るとひ とりの長老が，『カマウオハ兄

弟，持 ち合 わせ のセネッ トがあるのでよかっ

た らどうぞ』 と言って くれたのです。

『ああ
， よかった』 と思 いました。で も，

長老ひ とりがおみや げにす るセネッ トだけで

は とても役 に立たないだろうと思いました。

そ うす る間に，彼は 自分の部屋に行 ってセネ

ットをかかえてきました。 ところが何 と，合

衆国に帰った らこれでサモアのファレ(住 居)

を建 てるつ もりでしたということで，私たち

が ちょうど必要 としていた長さがあ・プ ：では

あ りませ んか。

気持 ちはおわか りでしょう。私 は急いで帰

って主に祈 り，愚痴 をこぼ したことをわびま

した。落胆 したことを本当に申し訳ないと思

いました。」

いろいろな計画で2年 を過 ごしたところで，

カマウオハ兄弟は，すべての仕事が完成しな

いうちはまだ終 りでないことを人々がよ く知

るようになったと報告 している。道路 も橋 も

滝への階段 も完成して，残るは上水道の整備

であった。村人は泉から水道管で水 を引きた

い とい う希望だったが，管を購入するお金が

ないので，数年前に使 った古 い管 を掘1)返 し

てそれを川できれいに洗 った。まだ使 えるも

のにペンキを塗ると，泉から村までちょうど

まっす ぐにつなが る長 さになった。 しか し，

途中は20メ ー トルの長 さにわたって火山岩の

岩床にあたっていた。

「みんなに言いました
。『まっす ぐなら水道

管が引け ます。もし水が欲 しければ，本当に

水が欲 しければ，泉までこの岩床 を掘 り抜か

なければな1)ま せん。』す ると，どの仕事で も

人並以上に働いたファレオウ ・イ トピという

名の兄弟が，『ああ，これまで もできたんだ。こ

んな岩床なんぞ，なんのこ とはない』 と言い

ました。」

「私たちはランプの光の下で夜中まで働 き

ました。ファレオウは両手に血 をにじませ な

が ら，生徒の手本になって仕事 を教えました。

彼はどの仕事でもそ うで した。道路 を造る時

も，一生懸命でした。働 いている時が最高の

気分だ と言って，休憩 もしませんでした。」

サ ウニアテユの若者は，エ ド・カマウオハ

やファレオウ ・イ トピのような指導者たちか

ら，た とえ貧 しくても， またある時は人々に

嘲笑 されて も， 自分たちは主にとって大切で

あ り，主は 自分たちが 「ナンバー ワン」にな

るように助けて下さるということを考えてい

たのである。彼 らはサウニアテユ村でのこと

で， どこへ行 って も， その勤勉さと努力を高

く買われ評判であった。

サウニアテユで働いた若者の大半は伝道に

出た。ポウオノ ・ラメカ長老は現在，西サモ

アで伝道中である。彼はサウニアテユに3年

在学 して，学業のかたわら農場 と滝で働 いた。

サ ウニアテユでの体験 を語る時，彼の 目は光

り，顔は輝 く。

ラメカ長老はこの ように語 った。「私はサウ

ニアテユで成長 しました。カマウオハ兄弟の

励 ましをいただいて，私は進歩しましたし，

高校 を卒業 できました。カマウオハ兄弟は私

の教師で したが，今は友だちです。」

ほ とん どの生徒が，いかに働 くべ きか を知

ったことを感謝 し，その体験か らどんな問題

に も正面か ら取 り組む姿勢 を学んだと感 じて

いる。マティ ・フイファテユはこう語った。
「エ ドは仕事 の方法を教えて くれ

，実行す る

ことは私に まかせ ました。」

事業が完了す る頃には，サウニアテユの生

徒の学業成績は向上 していた。生徒たちは自

立心 と誇 りを持つ ようにな り，3年 間で標準

テス トの成績が全教会学校の最下位から最上

位に躍進 した。

アーホウ夫妻は，サウニアテユの教師時代
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に職場でめ く"1あ った。彼 らは結婚後ブ リガ

ム ・ヤ ング大学のハワイ校 へ行 って さらに勉

強することに決めた。ア タリナは，青年たち

が いろいろな計画の下で働 く姿 を見て，良い

母親 とは何か，子供 の教育 とは何か につ いて

得 るものがあったと語っている。

「それに
，仕事が終わったら， それを検討

してみることが必要なことも知 りました。出

来ばえが良 くなければ， それをやi)直 さなく

てはいけ ませ んか ら。」

夫のポアオは リーダー シップについて学ん

だと語った。不可能 を可能にす る方法 を学ん

だので， もっと勉強 して立派な教師にな るつ

も1)で あると話 してくれた。「仕事が とて もき

っ い時には，冗談 を飛ば して笑顔になれば，

容易に思えて くるものです」 と言 うポアオで

ある。

ポアオとアタ リナはあまり学費がなか った

ために大学では苦学 した。「私たちはサウニア

テユにいた時に犠牲について学び，それが私

たちにとって祝福 となっています。洗濯のお

金が必要になると，神殿の前の池へ行 った も

のです。コインラン ドリーでの洗濯に使 う25

セ ン トがない時には，池に行 けばいつ でもお

金があ りました。25セ ン ト以上入っていた時

もあ りました。いつも必要な分はあ ヒ)ました。

しかし，家計が苦 しくない時は， 池にお金は

入っていないんです。あれは主の祝福だ と思

います。」ポァオはこう語 る。

フォラウ ・ネ リア兄弟 とレウテ姉妹は，主

のみ手 をそこに見て，サウニアテユを祝福の

地 と考えている。彼 らはいろいろな計画が実

施 されていた時の寄宿舎の管理人で， ネ リア

姉妹は少女たちと一緒に道路建設 に従事 した。

ネ リア兄弟は，サ ウニアテユについてこっ

述べている。「私はあそこが大好 きです。1942

年 に妻に出会ったのもあそこでした。初代の

教師たちから私 自身教育を受け ました し。主

のみ業の大切さを学んだの もあの村でした。

私たちが 自分 の手をもって村 を築き，美し
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くしたので，主がそれに報 いて祝福 を下さっ

たのです。タロイモ，バナナ，それこそなん

でも，あの村はサモアで一番収穫が多い所で

す。

私 たちは協力することを学 び，働 くことの

すばらしさを互いに教え合いました。私は監

督でしたが， どの ように して働けばよいか を

教 えて，率先 して働 き始めれば，みんな もす

ぐにつ いて くることがわか りました。」

サウニアテユの精神は， その地 を訪れるす

べての人に影響を及ぽす ようである。学校運

営 に携わるイサマエ リ兄弟は，最初はサウニ

アテユに来た くなかったが， と言いなが らこ

う続けた。「しか し，サウニアテユでしばらく

過 ごす内に， 自分の家族 に主のみたまを感 じ

るようにな りました。それはここにいること

が祝福であるということを知 りました。家族

が病気の時は祝福 を施す とよくな ります。 こ

こに来る前は夫婦 でよく口げんか をしたもの

で，堪 忍袋の緒 を切 らす こともあ りましたが，

あ りがたいこ とに今は実に仲良 くやっていま

す。

町や大 きな村か ら遠い とい うこともよいこ

とです よ。静かだ し，酔っ払いはいないし，

どろぽ うも，問題 を起 こす人たちもいない。」

今， ロサ レーンは，「地上で最 も美 しい地」

とマ ッケイ大管長がサ ウニアテユを評 したそ

の言葉通 りである。ヤシや ランの葉陰 を歩 く

若者たちは美しい。彼 らは主 を愛 し，勤勉に

働 いて 自己 を向上 させ，福音に生 きている。

毎年何人かが社会に出るが，彼 らはサウニア

テユの教 えを身につけて巣立って行 く。その

サウニアテユで学ぶ教訓には，ひ とつの大 き

な指導の原則が根を下 ろしている。ネ リア兄

弟はこう語 るのである。「私たちは彼らを愛 し

ました。彼 らを働かせる力はその愛なのです。」

☆ ☆



日本系図探求の概要

グ レツグ ・ガブ ラー

系図とは

両親，祖父母，その他の直系の先祖，なら

びにその子孫を調査すること，言い換 えれば，

親族 とその血統 を調べ ることである。

系図探求におけるあなたの責任

先祖の家族の系図 を探求 し，彼 らのために

神殿の儀式が行なえるようにする責任がある。

また， 自分 と家族の歴史 を 「覚 えの書」に記

4代 家族の記録プログラム

父

父

母 母

父

本人

どのように探求を進めるか

一歩ずつ段階を追って進む
。ジョセフ ・ス

ミ、スはこう言っている。「は しごを登る時は，

一番下か ら始めて
，一段一段登 って行かなけ

ればならない。」(「予言者ジョセフ ・スミス'の

教 え」p.348)次 の ような過程 を踏んで繰 り返

せば，成果が得 られるであろう。

1.目 標 を設定す る

2。 何の資料 を用いるか を決める

3.資 料の出所 を調べ る

4.資 料 を調査す る

5.わ か ったことを記録する1「

6。 判明した内容 を評価する

7.判 明 した内容 を活用する

神殿の儀式を施すために必要な事項

次の事項について知るように努力 を払 う。

1.氏 名

2.出 生年 月日

録する責任 を負っている。

どこから開始するか

自分 自身か ら始める。自分が結婚 していれ

ば，妻子にまで範囲を広 げる。(「家族のため

の神殿の儀式」 〔PBGSO72AJA〕 参 照)ま

ず教会の指導者の勧めに従い，4代 家族の記

録プ白グラムを完成する。次にあなたの家系

の中で死亡 した人を順次取 彫)あげる。

解解雫解解
辱

4代

3代

2代

1代

配 偶者

3.死 亡年 月日

4.結 婚年 月日と場所(結 び固めのために)

5.続 柄'

上 記の全項 目について正確な情報は入手で

きないか もしれない。しかし少なくともその

人が他の人 と混同される恐れが ない程度の情

報がなければな らない。従 って特別な状況の

下では， 日付を概算 して もよい。また，先祖

の身元を確認で きる情報があれば，妻の名前

が入手できな くてもよいし，地名がはっ きり

しな くてもよい。先祖が110年 以 前に生 まれ

た場合は，死亡年 月日が入手できな くても，

その人のために神殿の儀式を行 なうことがで

きる。提 出の規準については，「系図記録提出

の手引き」(p，38)を 参 照。不明な点があれば，

ワー ド部/支 部 の系図役員， またはステーキ

部/地 方部 の系図 ・神殿活動担当ア ドバィザ

ーに尋ねる とよい
。

15



系図協会には何 を提出するか

4代 プログラムの家族の記録(記 録保管所

用)

儀式 を望む家族毎に1枚 の家族の記録(2

度 以上結婚 した祖先がいれば.結 婚1件 毎に

提出す る。)

提 出するすべての世代 を網羅す る系図表

注意 ：自分が提出す る記録の控えを取 ってお

く。

家にある資料 を入手する

自分の家 と父母兄弟姉妹の家で入手できる

資料 をすべ て集める。先祖代々継承 している

家には，資料がた くさん残 っているものであ

る。また，親戚の家に資料がないかどうか，

情報がないかどうか必ず尋ね る。そして， で

きるかぎ りこれ らの資料をコピーするか・ メ

モをとる。

自分の家にある資料の価値に気づいていな

い人が案外多い。次にあげるような資料が入

手で きるであろっ。

自分の戸籍

古い家族の戸籍

μ、壇にある過去帳 と位牌

神棚にある資料

教会の証明書や記録

家族史

家系図 ・

手紙

家族について書いた出版物

記念品

卒業証書，成績表など

日記，伝記，賓客名簿など

証明書，申込み書

地図，図面，証文，遺言書

新聞の切抜き

写真

火葬の記録，住民登録，兵役の記録

領収書，会計簿等

個人の ノー トや記録

歴史の再構成
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家 で 入手できた上記の資料を分析し，あな

た個人の記録 と家族の記録に まとめる。資料

を年代順に並べ ると便利である。 これ らの資

料を活用す ることによって， また記憶 をたど

った1)， あなたの生涯や家族 または先祖のこ

とを思い出せ る友人，親戚に質問することに

よって，あなたの個人の歴史と家族の歴史を

再構成 して覚 えの書 を作成す るこ とができる。

あなたが書 く記録の内容は，最終的には現

段階および後の段階におけ る探求 によって明

らかにされる事実に左右される。従 って，個

個の問題について探偵が臨むような態度で，

できるだけ完全を目指すように努める。あな

たの記録が歴史的な体裁を見せ始めるまで，

何回か下書 きを し直 さなければならないであ

ろう。そして，個 人，家族，祖先について 多

くの情報 を入手す るにつれて，記録は徐々に

完全な姿を取 って くるであろう。

完全 を目指す

あなたが再構成 している歴 史には当然欠落

している部分や不十分なところがあるであろ

う。記録を完成 させ，すでに入手 している情

報 を確認す るのに必要な情報の 多くは，文通

や 口頭の会見によって得 ることができる。探

求の成果 をあげる鍵は，適格な人または情報

源を知 ることである。出所はすべて吟味する

必要があるとい うことを忘れてはならない。

文書による情報源 も口頭による情報源 も，そ

の情報が残された動機，状況，および正 当性

を考 えなければならない。

書 くとい うことは骨組だけの概要に肉づけ

をす るということである。興味を引 く読みや

すい文体で書 く。一貰した明快 な文 を目指す。

十分に調べ上げ，推敲してできあがった作品

はそれ 自体満足すべ き報いである。特にあな

たの子孫にとってその価値は極めて大 きい。

家族や祖先について調査が進めば，順次系

図表 と家族の記録に氏名 と必要な項 目を記入

してい く。

家族や先祖について得 た情報 をまとめ編集



するため，系統的にノー トをとる必要がある。

ノー トのとり方 を上手にすれば，何が終わっ

ていて，何がまだであるかが一 目瞭然 となる。

効率的かつわか りやす く， しか も十分 目的を

達せ られれば， どんな方法でもよい。

戸籍

家で得 られた資料 を集め，分析 し，活用 し

た後，今度はさらにむずか しい探求に取 りか

かる。次の段階は公的な機関が発行 している

記録 をすべ て入手す ることである。その中で

最 も重要な ものは戸籍 である。この記録を入

手す るには計画が必要 である。戸籍または除

籍謄本を注文する時には， どんな記録が必要

かをはっきり指定 しなければならない。求め

る人の本籍 とその本籍 を管轄する役所 を知 る

ことも必要 である。本籍地の近 くに住んでい

る場合は， 自分で直接謄本 を入手することが

できる。閲覧は許 されなくなっているので，

前 もって どの謄本 を手に入れたいかを決めて

おかなければならない。郵便で取 り寄せ る時

は，手数料 と郵便代を正確に計算 しなければ

ならない。また本籍地 と現住所が異なること

が 多いことも覚 えておかなければならない、

今 日の戸籍制度は1872年 に始 まったが，初

期の記録は入手で きない。保存に期限がある

ことと最近行なわれた戸籍法改訂のため，入

手 できる範囲は狭 まっている。 しかし，記録

自体 は制約されていても，記載事項の証明が

得 られる場合 もある、
一般に
，個 人の一生は出生か ら死亡 に至る

まで戸籍の記載 を追 っていけばたどることが

で きる。この戸籍 の記載は法律で定め られた

形式に従 っている。 日本では，出来事 とその

年 月日は届出によって戸籍に記入され るよ う

になっている。戸籍は 日本の家族の公的な完

全な記録である。従って戸籍は 日本における

探求の最 も重要 な資料である。この資料を入

手 し， これか ら情報をどのように得 るか，そ

の能力いかんで4代 家族の記録プログラムの

成功の度合が決 まる。

注意 ：日本の伝統では男子が家 を相続する。

その理由で頻繁 に養子縁組が行なわれたため，

血縁 と家系が一致 しないことがある。探求に

当たっては特に続 き柄に気 をつけ，いろいろ

な変化に注 目しなければならない。

戸籍の各欄には次の情報が記載される。(戸

籍のいろいろな種類 と記載事項の詳細につい

ては 「日本の戸籍」シ リー ズJ，No.5参 照)

本籍地
戸籍筆頭者または前戸

主

本籍地が変わった場合，戸籍を設けた理由と

年月日。変わった理由と前の本籍地。

こ の戸 籍 に 記 載 す る

理 由 。 出生年 月 日，

出生 地 ， 届 出年 月 日，

届 出 人 と記 載 され た

者 との 関 係， 結婚 届

出の 受 付 年 月 日， 配

偶 者 の 氏 名 。 記 載の

父の氏名

母の氏名

'[生男IJと続 木丙

夫または戸籍筆頭者の

氏名

上記の者の出生年月日

理由。前の本籍地等。養子であれば養父母の

氏名と続柄。その他法律が定める事柄。

公 的な機関が発行するその他の価値ある記録

公的な機関が発行するその他の記録で探求

に役立つ ものとしては，次のような ものがあ

る。

住民票(1941年 以 降)

寄留簿(戦 争前)

火葬，埋葬の証明書

陸軍留守部隊名簿((厚 生省)

海軍将兵履歴書(厚 生省)

恩 給受領者(厚 生省)

復員乗船者名簿(厚 生省)

キ リス ト教会名簿(各 教会)

身分登記簿(1898-1914年)(現 在 公開され

ていない)

国勢調査(非 公開)

殉 国者名簿(靖 国神社)

納税 及び土地所有の記録(登 記所)(家 族だ

けが閲覧で きる)
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家屋及び不動産の記録(登 記所)(関 係者だ

けが閲覧できる)

新聞，等。

詳 しくは，「日本の主な系図資料」シリーズ

J，No.1を 参 照していただ きたい。

仏教徒死亡記録

まず，先祖が代々世話になった寺 を調べ る。

寺の資料は家系を確立するために書かれた も

のではな く，弔いのために書かれたものであ

るので，普通極めて信頼できるものである。

このよう、な記録を偽造する理由は全 くないか

らである。寺の僧侶は死んだ人の名前 を過去

帳(法 名帳 とか霊簿 と呼ばれることもある)

に記入し，それ を安全な所に保管 している。

この記録は代々受け継がれ，寺の貴重 な宝 と

考えられてきた。 もともと過去帳 とは仏教徒

の死亡者名簿であって，記入の した僧 とその

宗派の押印が入っている。過去帳は 日本にお

ける系図探求の障害 を打ち破る大きな助け と

なる資料である。

過去帳にはいろいろな様式がある。ほ とん

どどの寺で も，寺の建立 を起点 として死亡者

名を古い順に記録してい る。普通僧侶はこの

記録をもとにして，月または日別に死亡者一

覧表を作 り，記念行事の索引とす る。寺によ

っては家毎に過去帳が作成されていることも

ある。

過去帳にも多少の相違があるが，大体の宗

派が一般的な原則に従っている、死後につけ

られた戒名または法名が記入され， まず これ

が私たちの目にとまる。性別，社会的な地位，

死亡時の大体の年齢，入柄，あるいは悲劇的

な死に方 をした場合そのことを示唆する説明

が， その名前に，あるいは戒名の称号や その

末尾に記載されている。 また，死亡年月 日が

記載 されている。中には俗名，死亡時の年齢，

続柄，死者の性別が記載 されている詳 しい過

去帳もある。

どんな様式の過去帳であろうとそこか ら得

られるすべての手がか り，たとえば称号，地
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名，死亡時の年齢，続柄が記録されていれば

それらの項 目に注目す る。

続柄や名前についてわか らないことがあれ

ば住職に尋ねるとよい。記載事項が判読でき

さえすれば，説明 して もらえるであろ う。完

全な探求をするには，時間 をかける必要があ

る。

位牌

位牌 とは死者の名号 を書いて祭る長方形の

ふだのことであ り，普通木製でニスを塗って

仕上げ られている。同様の位牌が家庭の仏壇

に も置かれている。

位牌は他の資料の信 ぴょう性 を高め たり，

欠けた情報 を補 うのに活用す ることが できる。

死後 に与えられた名前が表に書かれている。

裏面には普通その人の生前の氏名が書かれて

お り， まれに どのような人生を送ったかが短

く書かれていることもある。また，死亡年 月

日と死亡時の年齢が表か裏に記 されている.

墓

先祖の墓 も重要であって，ここを訪問すべ

きである。墓石に刻んである文字 を調べ る。

ここに書かれた氏名や年 月日と位牌や過去帳

で得 られた情報 とを比較す る.墓 石 には普通

戒名，俗名，死亡年 月日，家紋が刻 まれてい

る。古い ものは風化 して読みに くいことがよ

くあるが，場合によっては拓本が役立つ。

系図探求に価値 があると思われる他の情報源

寺 で得 られ るもの…鐘 に刻 んである文字。

末寺人別帳，人別帳，宗 旨手形，奉加帳等の

文書

神社で得られるもの…氏名名簿，神社明細

帳，奉加帳等

発祥地

あなたの家族の歴史は，先祖が代々住 んで

きた村 または町の歴 史と切 り離す ことができ

ない。言い換えれば，郡や県の一部 なのであ



る。従って，先祖 が出た発祥地の歴史 を学ぶ

ようにする。ほとんどの姓は先祖が長い聞住

んだ所で始 まっている。徹底的に調べれば，

たいていの場合そこに共通の先祖がいたこと

がわか る。

各地の歴史を調べ るには，、まず昔の名前 と

管轄区域 を知 らなければならない。このため

には分冊で 何巻 も出ている地名辞典，例えば

吉 田東伍著 「大 日本地名辞典」等が役に立っ。

先祖が出た村や町の古 い地図や歴史の研究書

を調べ る。この ような資料は普通先祖の いた

家の近 くの図書館や 県立図書館に行けば得 ら

れる。これ を調べ れば系図の面で重要 な情報

を発見す ることができる。それだけでな く，

このことに よって得 られる知識によって先祖

に対す る理解 を深め，家族の歴史を豊か なも

のにす ることがで きる。

古い歴史資料 に親戚の名前が出ているだろう

か

明治以前の資料を研究す るには，古い史料

の研究法 と古文書学の相当な素養が要求 され

る。資料は分散 していて，整理 されていない

ことがある。また， まだ 目録に載っていない

もの も多い。先祖の出身地の図書館か，県立

図書館の 目録に目を通 し， 自分の祖先の資料

がないか どうか を確かめる。個 人の蔵書や大

学の図書館に収め られている資料 もある。 こ

のような資料 を手 に入れ るには，交渉す る必

要がある。

あなたが求める資料は，大体 において探求

している個 人または家族がどんな階層の出身

であるかによって分類 される。例えば，大名

の家族 は貴族 と同じように特別な系図記録 を

持 っていた。士族の系図を調べ る場合は，次

のような資料 を参照すればよい。

藩士族名簿，奉公帳，分限帳，侍家譜，侍

帳，等。

農民出身であれば，上記 より詳細ではない

が，次のような資料 を調べれば よい。

宗門改帳， 人別帳，検地帳，水帳，分限帳，

五 人組帳，等、

商人や工人の子孫であれば，財政関係の記

録， 人別帳，町民簿，宗門改帳等 を参照する

とよい。

ほかにも数 多 くの資料がある。適切な資料

を捜 し当て ることがで きれば，探求を大幅に

進め ることができる。従 って調査 を進めるに

当た ってあきらめてはならない。

偽 りの系図 に気 をつける

探求 していくうちに，家系の中で何代 も祖

先 の世代を書 き連ねた見事な系図を発見す る

ことが ある。徳 川時代に家族の地位 を高める

ため 「立派な系図」 を系図専門家に書かせ る

ことが よく行なわれた。貴族や皇族に連なる

家史や家譜，あるいは本家 であることを主張

した ものは特に疑わ しい。研究の結果， この

ような系図には作 りごとがたくさん入ってい

ることが判 明している。偽作の系図は一般に

さかのぼれば さかのぽるほど入り組んでいる。

この ような偽系図と学者が呼んでいる外観の

整 った系図は，批判的な視点で見，できるだ

け信ぴ ょう性 を確かめていかなければならな

い。

終 りに

戸籍だけで，4代 家族の記録プログラム を

完成す ることがで きるか もしれない。 しか し

あなたの責任はそこで終わ るわけではない。

便利な(扱 いやすい)戸 籍の入手には限界が

あるので，系図をさかのぼ ってい くには，寺

の資料や古文書 などもっ とむずか しい資料 を

利用す る必要がある。 よく準備すれば， この

転換 も比較的楽にで きるようになる。

系図は一生かかって進め る作業である。毎

日何分か研究 し，1週 間に何時間か探求す る

人こそ、が系図探求に通 じるのである。探求の

成果 をあげるには絶えず計画 し，調査能力を

増 してい く必要 がある。系図探求は継続 して

行な うものであ り，報いの伴 う作業である。
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安全な道

十二使徒評議員会会員

ボイ ト'・K・ バ ッカ ー 4

ま れにみる高潔さと知恵を具 えたひとりの偉大な ドィヅ人の教会員にまつわる出来
事について，少 しご紹介 したい と思 う。 カール ・G・ メーザー博士 と言い，偉大

な教育者で，ブ リガム ・ヤング大学 を創設した入である。

メーザー兄弟は，信望の篤い人であったが， 同時に非常に謙遜な人で もあった。彼

の態度は，神権者 として本来あるべ き姿 を映 し出しているように思える。

ある時，メーザー兄弟は若い宣教師の一団 を率いて高い峰 を越えようとしていた。

その時，杭が点々 と山の上 まで，雪の表面か ら少し頭 をのぞかせて続いている光景が，

彼の目に入った。それは険 しい山道 を進む入に安全な道 を示すためのものだった。

頂上にたどりついた時，メーザー兄弟は宣教師たちにひ とつの教訓 を与えたいと思

った。彼は頂 きに立つ と，一行が従って きた杭を指 してこう言った。r兄 弟たち，ここ

に神権が立っている。ここにあるのはただの杭だ。だが，今 この場 にこうして立って

いるか ら価値がある。なぜ ならこの杭の示す道か ら離れたら，私たちは遭難 して しま

うのだか ら。」教会にあっても同じことが言える。教会幹部は指導者 と、してそれ ぞれの

職に召され， それに伴 う神権の権能 を授けられている。一 人一 人はただの杭であるが，

その職に召されているので重要 である。いつかその職 を解かれるこ ともあろ う。 しか

し，召されている間はその職 を果たすのである。

さて， ワー ド部や支部， ステーキ部にあっても，主は しかるべ き兄弟たちを指導者

として召してお られる。だれひ とりとして完全 な人はいないが，彼 らはその職に召 さ

れているのである。従 って，私 たちは彼らに従わなければな らない。

この教会は啓示によって導かれている。啓示は，管理役員に与えられ る。従って私

は，管理役員が提案す る事柄に決 して反対は しない。私はいつ もそのように気をつけ

てきた。彼はただの杭であるか もしれない。 しか し，その職に召されているのである。

願わ くは神権者すべてが私たちの管理者 として召されている人々を支持 し，彼らに

従 うように。神は生きてお られ，イエスはキ リス トである。スペンサー ・W・ キンボー

ル大管長はこの地上における主の正当な代理 人である。イエス ・キ リス トのみ名に よ

り証申し上げる。アーメン。
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第 二次世界大戦のす 幡 とでワシン トンD・
C.へ 行 った時，たま牟 ま読んだニュー ヨ

ー ク新聞に
，1年 間合衆国に滞在 して間もな

く帰国するというある史学者の話が載ってい

た。彼の名前は忘れて しまったが，話の中の

ひとつ の質間は今で も覚えている。記者は，

「1年 間アメリカに滞在 して歴史と国民につ

いて研究なさったわけですが，あなたがアメ

リカの全国民の中で最 も偉大だ とお考 えの人

はだれですか」 と質間 した。

するとその史学者は，「たったひとり偉大な

アメリカ人がいます。モルモンの予言者，ジ

ョセフ ・ス ミスです」と答えた。

彼はそのわけを，「人の生 き方を説 き，すべ

ての社会 を変えることが可能な思想 を提唱し

たたったひとりのアメリカ人です」と説明した。

予言者ジ ョセフ ・ス ミスの説いた教え と生

き方 を深 く研究す ると，それに従いさえすれ

ば人類の歴史 をも左右 できる革命的な思想が

豊かに見いだされる。

ジョセフ ・ス ミスの見解が当時の社会 とど

れだけ相違 していたのかを，私 たちは認識 し

ていない。

彼は神に対する新 しい見方(そ れを回復 と

呼んで もさしつかえない と思 うが)， 当時の常

識 とは異なる見方 奇主張 レた。御父は感情，

感覚，体 を持ちたもう御方，すなわち人に語

りかけ，祈 りを聞 き，祈 りに答えたもう御方

であると主張 したのである。

またジョセフ ・ス ミスは， イエス ・キリス

トが神の御子で あ り，復活 された御方であっ

て，私たちの時代 に姿を示されたばか りでな

く，ご自分の教会を再 び建 てて今 も教会 を導

いておられるとい う新 しい証拠 を示 した。

彼は人を文字通 り神の子供とみなし，この世

に生 まれる前に生命 を持 ち，死後も再 び生 き

続け神 とな る可能性 を宿す存在であると高 く

評価 した。人間は神 と同族であると彼は告げた。

また彼は， 地球 の創造 された 目的は人に永
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遠 の生命をもたらすこと， またこの人生の 目

的は幸福を得ることであると述べ た。

彼は，救いは万人に及び，全人類は死から復

活して，悔い改めれば罪 を赦 され ると教 えた。

また，すでにこの世 を去った大勢の人々もイ

エス ・キリス トの福音 を聞 く機会にあずか り，

福音 を受け入れるならば救いに必要なすべての

儀式が この世 で代理に よって執行 されると宣

言 した。

ほか にも・彼は数限 りない画期的な思想 を説

いている。これらは私たちが今なお世に主張

している思想であり，全人類の信仰 を変革 で

きる、思想である。

指導者 の5つ の特質

ジョセフ ・ス ミスは神のしもべ として働 く

ために必要 とされる特質を幾つか具えていた

が，私たち もそれらを具えれば神のためによ

い働 きをすることができる。偉大 さは努力な

しで人に具わるものではないし，指導者の特

質を持たずに神のみ手 に使 われる人はひとり

もいないのである。

知性

第一の特質は知性である。予言者ジョセフ・

ス ミスは正式な学校教育 を受ける機会がなか

ったが，あ らゆ る事柄 に関心 を抱いていた。

例えば1836年 に は教会が所在 していたオハ イ

オ州 カー トラン ドの町にヘブライ語学者のセ

イヤス教授 を招 くのに尽力した。それは，教

会の指導者はヘ ブライ語に通 じてお くべ きだ

と考えたか らである。一しか し，週にたかだか

2，3夜 ，期 間に して3ヵ 月間学んだところで，

どれだけヘ ブライ語がわか るだろ うか。にも

かかわらず， ジョセフ ・ス ミスとオルソン ・

プラットのふた りはその後ヘブ ライ語 を不 自

由な く読め るようになった。その上予言者は，

人々 を前にしてヘブライ語の原典か ら聖書の

各箇所 を論 じることができたのであった。



奪 還、

葱 、・

一

蓄翻 毎窃ス甑

ウ イ リア ム ・E・ ベ レツ ト
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私たちは人の知性 を，その人が生前に語 っ

た見解が後半にどれだけ批判に耐 え得 るかで

評価することが よくある。その点で，予言者

ジョセフの政治に対する考え方は今 もって興

味深い。

彼は国営中央金融機関の設置 を提唱した。

しか し，準備銀行制度の一種であるこの方式は

1917年 に なって ようや く合衆国で実現されて

いる。

また， ミシシッピ川に水門を設けて航行の

便宜をはかるように議会に陳情 したが，実現

をその目で見 とどけ ることはで きなか った。

しか し後年，予言者の提案 した同じ場所にケ

オクックダム と水門が建設されて，大型船舶

が航行できるようになった。

彼は現在着手 されつつある刑務所の改革案

をも提案 した。 ジョセフは，社会の法 を犯 し

た人々を更生させ るために，刑務所を教育の

場にすべ きだ と主張 したのである。

ジョセフ ・ス ミスの提唱したことが実施 さ

れたと言いたいのではない。宗教に限 らず数 多

くの分野で，彼の考え方が将来 を見通す実際的

なものであったということを言いたいのである。

向学心

予言者ジョセフには，指導者にな りたい と

望む人が持たなければならない第二の特質が

具わっていた。それは向学心 である。

新約聖書の中の少年イエスの話を思い出す

方 もあろう。 イエスはヨセフ とマ リヤに連れ

られて過越の祭にや って来た。彼 らの一行が

過越の祭が終わる前にエルサレム を出発した

理由はともか くとして，かな})行 ってか らヨ

セフとマ リヤは息子がいないことに気がつい

た。ふた りが引き返 してみると，彼 は偉いユ

ダヤ人の教師たちの前にいた。イエ ス ・キ リ

ス トは12の 年で向学心に燃えていたのである。

ジョセフ ・ス ミスもそうであった。彼は14

歳 で真実の教会を捜 し求め，答えを得るまで

32

あ きらめなかった。彼の一生 を通 じて，向学

心はひとつのす ぐれた特質であった。

彼が 多くの言語を勉強 したことも， この特

質の表われである。彼はヘブライ語について

実用的な知識を持ち， ドイツ語聖書 を読み，

エジプ ト文字の解読 も学んだ。彼は聖徒たち

に話 した中で，何十 もの言語をあげて 「もし

長生 きできたら，全部の言語 を修得 したいと

思 う」 と語っている。

生ける神 への信仰

この向学心 も，これか らあげる第三の特質

がなければそれほど力を持たず，彼 を偉大 に

もしなか ったであろう。世 間には探究心が旺

盛で知性に富んだ立派な男女はいるが，第三

の特質，すなわち生ける神に対する信仰に欠

ける人が 多い。

それは勉学 とどの ように関連するのだろう

か。ジョセフ ・スミスは，問題に取 り組んで

答えが見いだせない時にはよ く主に祈 った と

語っている。彼は，信仰 をもって祈 ると 「答

えが心にはっ きりと筋道 だって浮かぶので，

それが神か らのものだ とわか 「)，その答 えを

筆記者に告げた」 と語っている。

私たちが どんなに知性豊かであろうと， ど

んなに向学心があろ うと，神への信仰が なけ

れば， 多くの領域が閉ざされてしまっ.し か

しジョセフ ・ス ミスに対 してこれらの領域は

開かれていた。

彼の信仰を顕著に示すのは，聖書の創世記

についての経験であろ う。創世 記を読む人は

だれで も問題にぶつかる。例 えば，聖書には

アダム とイブにはカイン，アベル，セツの3

人の息子がいたと書かれていて，カインはア

ベルを殺 し， カインとセツが残って人類 を存

続 させた とい う。 しか し，それが不可能なこ

とはだれにとって も明白である、

ジョセフ ・ス ミスは大 きな信仰を働かせ て，

モーセが記したこの書の原文 を明 らかにして



下さるようにと主に祈 った。原典はすでに失

われていたが，ジ ョセフはそれを教 えてほし

いと主に祈 ったのである。それに対 して啓示

されたものが，私たちが現在持 っている高価

なる真珠の中のモーセの書である。これは，

聖書の研究に 多大の貢献をする書物である。

内省力

ジョセフは，だれに とって も大切 と思 われ

る第四の特質 を具えていた。それは内省の力，

すなわ ち自分 を省みて 自分 を的確 に知る力で

ある。

私たちは毎朝鏡 をのぞいて，髪 を整えた り，

化粧をした り，健康状態を判 断した りす る。

あなたは今 までに， 自分の心 を見ることがで

きたらどんなによいか と考えたことはないだ

ろうか。町で 自分に会って， あなたは どうい

う人ですか とその 自分に尋ねることができた

らどんなによいか と思ったごとはないだろう

か。あなたは 自分の欠点や長所 を知っている

だろつか。

予言者ジ ョセフには この特質が具わってい

た。彼は 自分の弱点も長所 もよ く知 っていた

のである。彼は，「私は主のみ手 に入るまで，

荒けず りの石であった」(「教会歴史」5：423)

と述べている。

たいていの人は 自分の欠点 を隠 したが るも

のである。教義 と聖約の3，6，10，24の 各章

を読む と，予言者 ジョセフは与 えられた指示

に従わなかったことで主か らしば しば叱責 さ

れている。狭量な人問な らば叱責 されたこと

など記録 しなかったであろうが，予言者 はそ

うではなかった。彼は自分の誤ちを認め，正

したのだった。

ジョセフはモルモン経を翻訳していた時に，

自分の英語の能力が劣っていることを知 って

いた。 とい うの も，教育 をほとんど受けてい

なかったか らである。そこで彼は英語 を勉強

し， 自分で初版の文法の間違 いを直 してから，

モルモ ン経の再版を印刷にまわ した。彼の文

才 を知 りたい人は，教義 と聖約の121，122，

123章 を読む とよい。この美 しい文章は努力

の金字塔 である。

予言者は 自分の多 くの弱点 を認識し， それ

を克服 しようと努めた。記録によると， ある

時ひとりの男が家に入ってきて，狂ったよう

にわめ きなが ら彼をのの しった。それ を聞い

たジョセフは激怒 して男をけ飛ば し，家から

正面の門まで追い立てた。彼はそれか ら自分

の部屋 にひ きこもり， 自分の行為がいかに予

言者 らしくなかったか とい うことを日記に書

きつけた。それ以来，彼は理性を失うことが

一度 むなかった
。ジョセフは，1838年 か ら翌

年にかけて厳寒の冬を，火も満足な食べ物 も

な くリバテ ィーの牢獄 で過 ごしていた。そこ

で聖徒 たちが追放 され，虐殺 され，婦女が乱

暴されているとい う恐 ろしい話 を聞かされた

彼は，主に次の ように嘆願した。

「おお神よ
，汝は何所に在 したもうや。神

おお い ず こ

の隠家 を倣 える大幕何所にありや。

汝の御手はいつまで止まり，……」(教 義 と

聖約121：12)

それ は苦情の祈 りであった。 しかし主は彼

にこう言って答えられた。

「汝いまだ ヨブの如 くにあらず
。汝の友だち

は， ヨブに為 しなる如 く汝に向いて争わず，

また汝に罪 をも負わせ ざるな1)。」(教 義 と聖

約121110)

主 は， 人の子が一切 のものの下に身 を落 と

したことを語 って，「汝は彼 より大いなるか」

と言われた。その結果， ジョセフ ・ス ミスは

二度 と不平 を言うことがなか った。

人間愛

第五の特質は人間愛である。隣 人を愛す る

心のない人は決 して偉大にはなれない。エマ

がジョセフについて語ったように，彼はひ とり

で食事 をす るこ とがな く，通 りから見知らぬ
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人を呼んできては食事 を分け合っていた(「 教

会歴史」61166参 照)。記録には，彼が一 人一 人

を守るために戦 った話がた くさん残 されてい

る。一方彼自身の記録には，互いに非難し合 う

聖徒たちをいましめ る言葉が数 多く見 られる。

彼の愛 を最 もよく示すのは，1844年6月 の

出来事である。すでに主か ら，敵が命 をつけ

ね らっていると知 らされていた彼は，聖徒た

ちのために安全な場所 を捜 して西部へ行こう

と決めていた。その彼が妻のエマか ら次のよ

うな手紙 を受け取 ったのは， ミシシッピ川を

渡ってか らのことである。「聖徒たちはあなた

を臆病者だ と思っています1。逃 げ出すのか と

非難しています。」その言葉を読ん だジョセフ

は，次のように言った。「私の命が友人たちに

とって全 く価値のない ものであるなら， もは

や私 自身にとって も何の価値はない。ハ イラ

ム，引き返そ う。」(「教会歴史粋」p.374参 照)

ジ ョセフは保安官に身柄 をあずけ る決心を

して ノーブーからカーセー ジに向か う途 中，

馬上か ちノーブーの町 を振1)返 り，「ああ，も

う一度愛する聖徒たち と話が したい」 とつぶ

や いた。

道中，スティーブン ・マー カムに会い，「ジ

ョセ フ， どこへ行 くのですか」 と問われて・

彼は次のように答えた。「われは，今ほふ り場

に引か るる子羊の如 く行 く。され ど，わが心

は夏の朝の如 くに穏かな り。わが良心は神に

対 しまたすべ ての人に対 しいささかの筈め も

なし。」(「教会歴史粋」p.376)

知 性 ，向学心，神への信仰，内省心 と向上

心，それに人間愛， この5つ の重要 な特質 を

具 えていたのが，予言者 ジョセフ ・ス ミスで

ある。これら5つ の特質が， ジョセフ ・ス ミ

スをこの神権時代の予言者たるべき神のみ手に

あるふさわしい器となしたのである。私たちも

これ らの特質 を伸ばすならば，私 たちの召し

を果たす上で大いに助け となるこ とであろう。

一

ジ ョセ フ ・ス ミス は ，生 涯 ，人 々

との親しい交流を大切にした人で

あ る 。「彼 は兄弟たちに，幼 ない子

供が清い心をもって親のもとへ行

き 自分 の気持 ち を語る，そ のよ う

な信頼と信仰が必要てあると語っ

た 。」
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アジアに散乱 した

イスラエル

ス ベ ン サ ー ・J・ バ ー マ ー

ソ ッ ク ラ ム

朝鮮 の石 窟 庵 の ほ ら穴 寺 に あ る石 像 。 この背

が 高 く鼻 の長 い アー りア系 ， あ る い はセ ム系

の 人 物像 は， 昔 南 ア ジア お よび南 西 ア ジ ア か

らの影 響 が あ っ た こ と を示 して い る。 これ は

8世 紀 に造 られ た もの で あ る。

イ スラエルの子孫はアジアの奥深 くに まで
散乱 してお り，東洋の人々は族長アブラ

ハムに与 えられた約束の恩恵を受 ける正当の

世継 ぎである。 これらのことは，記録 として

残された聖典，生ける予言者の教え，それに

数 多 くそろっているす ぐれた歴史上の証拠が

立派に証言 している。現在の ヨー ロッパやア

メリカの人種が古代 イスラエルの特定の支族

の子孫であると書いた人は多いが，イスラエ

ルがア ジアに散乱 した とい う可能性について

考察 した人はあま セ)いない。

イスラエルの散乱について，主は予言者ア

モスを通 して言われた。「見 よ，わたしは命じ

て，人がふるいで物 をふ るうように，わたし

はイスラエルの家を万国民のうちでふるう。

ひと粒 も地に落ちることはない。」(ア モス9：

9)聖 書 に記 された次の記録は， この予言が部

分的に成就 したことを示している。「イスラエ

ルの王ペ カの世に，ア ッスリヤの王テグラテ

ピレセルが来て，イヨン，アベル ・ベ テマア

カ，ヤノア， ケデシ，ハ ゾル， ギレアデ，ガ

リラヤ，ナフタ リの全地 を取1)， 人々をア ッ

ス リヤヘ捕え移 した。」(列 王下15：29)

ユ ダの捕囚の 多くは帰 ってきたが， イスラ

エルの捕囚はユーフラテス川を越えて北方へ

向かい，2度 と戻 ってこなか った。(エ ズラ2：

1参 照)

イスラエルの捕囚の残 りの者の帰還につ い

て， イザヤは，彼らは地の四隅か ら集め られ

るであろうと予言している。(イ ザヤ11二11-

12参 照)

末 日の予言者が これらの散乱 した支族の集

合に関心を寄せ ていたことは，予言者 ジョセ

フ ・ス ミスがカー トラン ド神殿の献堂の時に

捧げた祈 セ)から明 らかである。
はて お

「世 のいや極 までも逐 い払われたるすべて

35



◎

上 の2枚 の圧 写 は， 開封(カ イ フ ェ ン)の 最

古 の記 念碑 の両 面 か ら取 っ た もの で あ る。 左

の銘 刻 は1489年 の もの， 右 は1512年 の もの で

あ る。 いず れ も 「イ ス ラ エ ル人 の宗 教 」 が漢

王朝(紀 元 前206年 一 紀 元220年)の 時 代 に渡

来 した こ と と，12世 紀 に イ ン ドを経 由 して別

の移 民 が来 た こ と を告 げ て い る 。

会 堂 が栄 え て い た頃 ， 黒 い大 理 石 の 鐘 また は

ど らが毎 日礼 拝 者 に3回 の祈 りの 時 刻 を知 ら

せ た。 この鐘 は現 在 王 立 オ ン タ リオ美術 館 に

あ る。 幅30セ ンチ で表 面 に書 か れ た4っ の漢

字 は， 「霊 の精 髄 の ひす い の鐘 」とい う意 味 で

あ る。 幾 つ か の特 徴 か らこ れ が明 王 朝 に作 ら

れ た もの で あ る こ とが わ か っ て い る。
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のイスラエルの家の残れる者たちをして，真
さ
、と

理 を覚1)， メシヤ を信 じ，圧制 を免れて，汝

の御前に悦ぶ者 とならしめたまえ。」(教 義 と

聖約109：67)
一予言者の熱烈な祈 ヒ)に答えるかの如 くに

，

恐れを知 らない末 日聖徒の宣教師たちがキ リ

ス トの福音 を宣べ伝えるため，すでに1850年

にアジア大陸を訪れている。しか し， イスラ

ェルの集合に深い関心を寄せたひとセ)である

オルソン ・ハ イ ド長老 も，1970年 に 日本で開

催された万国博のモルモン館 で活躍 した宣教

師の働 きを目にしたならば，自分の目を疑 うか，

少な くとも驚 きの 目を見張 った ことだろう。

初期の時代 にソ連の地 も伝道活動が進むよ

うに奉献 されたが，その時代か ら今 日に至る

まで，教会はアジアで急速に発展 している。

モルモン経はすでにアジアの数 ヵ国語に翻訳

されている。アジアにおける改宗者の数 は，

特に第二次大戦後 目覚 ましい勢 いで増加 して

いる。

世 界の人口の3分 の1を 占め るア ジア全域

において，教義 と聖約の冒頭の節にある呼び

かけに対す る反応が顕著に見受けられる。教

義 と聖約は次の ような言葉で始まっている。

「…汝ら民よ
，遙かなる所 よ1)耳 を傾けよ，

海の島々にある者 よ，共に聴け。」(教 義 と聖

約1：1)

極 東 におけ る伝道活動 と平行 して，古代お

よび後世数次にわたってアジアに波及 したイ

スラエルの影響に対す る関心 も深まっている。

発見された遺品の内のあるものはイスラエル

が散乱 した時代にまでさかのぼることがで き

る。このように過去に 目を向けることは全世

界に広が りつつある今 日の教会にとって非常

に意義のあることであ1)， 祖先を敬 うアジア

の人々にとって も極めて重要なことであるに

違いない。アジアの諸々の民が福音 を喜んで

受け入れているのは，アジアの民 と散乱 した

イスラエル との間に何 らか関係があるためで

あろう。

マラバル海岸 のユダヤ人の手 になる古代の

金属版 。イン ドのマ ラバル海岸のコチンに住

んでいる 「白いユダヤ人」の一団は，2つ の

銅版 を所有 していた。その版には古代のタ ミ

ール語で
，何世紀も前にマラバルを治めてい

たヒンズーの統治者か らジョセフ ・ラバンに

与 えられたある特権のことが刻まれている。

ユ ダヤ人はこの版を最 も大切な歴史文書 とし

て大切 にしていた。そ して彼 らの憲章，最初

の植民証書か らなるこの文書は，今 日もなお

「パンデ ィール」 とい う名で知 られる鉄の箱

に入れて，「パラデシ」とい う会堂に保管され

ている。1

次 に引用す るのは， これらのユダヤ人が到

着 した時の出来事 を記録 したものである。

「第二の神殿が破壊 された後に(願 わ くは

神が これを速やかに再建 されんことを)，われ

らの父祖 は征服者の怒 り狂 った攻撃 を恐れて

エルサ レム を去 った。そ して多数の男女，祭

司， レビ人がこの地に来たのであった。その

中には学問 と知恵に長 じ，名声 を得ていた人

人 もいた。神 は民が当時そこを治めていた王

の前に好意を得 るようにされた。王は彼 らに

クランガノアとい う地 を与えてそこに住ませ

た。王はこの地域における族長政治による統

治 を許可 し，貴族 としての特典 も与えた。そ

して王から与えられたこの特権は， 当時の慣

習に従って銅版に刻 まれた。これは世の創造

か ら数えて4250年(紀 元490年)の ことであ

った。私 たちはこの銅版 を今 も所有 している。

私 たちの祖先は クランガノアに約1千 年住ん

だ。この間，統治した為政者は72人 であった。

私たちが定住 して間 もな く，他にもユダヤ人

がユダヤの地から来た。その中には，エルサ

レムの レビ人で非常な知 恵者であったラビ ・

サムエル と， その息子 ラビ ・エ フンダ ・レビ

タがいた。彼 らは ヨベルの年 に使用 された銀

のラッノfを携 えてきた。第二の神殿が破壊さ

れた時に持 ち出 した ものである。私たちは祖

先か ら，この ラッパには口にしてはならな い

み名の文字が刻 まれていると聞か された。 私

たちが繁栄 していることを聞 き及んだユ ダヤ
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人，イスラエル人の支族が，時々スペインや

他の所か ら私たちの所に来て合流 した。しか

しついに私 たちの間に内紛が生 じ，首長 のひ

とりがインドの王に応援 を頼んだので，王 は

大軍 を率いて私 たちを攻め，家々，宮殿，要

さいを破壊 し，私たちをクランガノアか ら追

い出した。また私たちの一部 を殺 し，一部 を

捕囚として連れ去 った。追われた者の一部 は

コチンに来て定着 した。私たちはそれ以来折

々大 きな変化に身を任せなが ら今 日までコチ

ンに とどまっている。私 たちの中には以前か

らここに住んでいた者のほかに，アシュケナ

ズの国，エ ジプ ト，ツォバ，その他の所か ら

来たイスラエルの子 らがいる。」2

イン ドに住んでいるユダヤ人は大 き く2つ

に分けることがで きる。ひとつ はエルサレム

のユダヤ人，別名 「白いユ ダヤ人」であ セ)，

もうひ とつは，いわゆる 「黒いユ ダヤ 人」で

ある。

「黒いユダヤ人」は他のユ ダヤ人よりもは

るか以前にイン ドに来た と信 じられている。

彼 らの皮膚が黒いこ とと， ヨー ロッパのユダ

ヤ人に似ていることか ら，彼 らは西欧のユダ

ヤ人よ1)も 前にユダヤの親民族か ら離れたも

の と思われる。「黒いユダヤ人」は，＼←ン ドや

中国の他のユ ダヤ 人の植民地につ いて多 くの

話 を残 している。著名な学者 クラウディウス・

ブキャナンが19世 紀に入って間 もな くマ ラバ

ル海岸 を訪れた時，彼はそのような65の 植民

地の リス トを文書で入手 した。

「過去にこれら多くの植民地 を訪 ね，また

そこへ行 こうとしている人々と，私は話す機

会 を得た。東方に住むユダヤ人たちは絶えず

互いに連絡 を取1)合 っていた。彼らの家族 は

一般 に独裁的な君主に従属 して特定の場所に

定着 していた。 しか し男たちは商業活動 で広

い範囲を動 きまわっていた。何 ヵ国に も及ん

で旅 をしていた。従ってユ ダヤ人に とって関

心のあることが生 じる と，その噂はアジア全

域にす ぐに広まるのであった。」3

中国における非中国人。西洋人は東洋人を
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皆単一の人種 と見る傾 向があって，中国人も，

日本人 も，韓国人も，タイ人も， イン ドネシ

ア人も見分けがつかないと思 っている。 しか

し実際にはアジア人な どという人種は存在し

ないのである。アジア大陸は数 多くの人種が

集 まっている巨大な広場の ような ものである。

中国人が皆同 じ単一の人種か ら成 っている

のでないことは確かである。「中国人種」とい

う言葉は，「ヨーロッパ 人種」という言葉が正

確でないの と同様に正 しい表現 ではない。山

西省 と広東省の人を同列に並べ るのは，ア イ

ルラン ド人 とブルガリア人を並べて彼 らの言

葉や挙動が よく似ていると言うのに等 しい。
ロシアンリン

中国の種族 の系図を調べた羅香林教授の研

究か ら，長い歴史の間に数限 と)ない移動が中

国の種族間で行なわれたことと，中国人が広

く他 の民族 と結婚 したことがわかる。その中

には遠 く南西アジアの人種 も含 まれていた。4

これ らの諸民族 の中には，セム系の民や コー

カサス人の民族がた くさんいた。 ロドニー ・

ギルバー トは次のように観察している。「孔子

のいた頃，金髪のアー リア系の部族民が，今

日の中国北西部に住んでいた。そしてしばし

ば先祖返 りとして明るい眼 と明 るい色の髪 の

毛が見られることは，金髪の部族の中に他部

族の人々が吸収 されたことを立証 している。

イン ド人，ア ラブ人，ユダヤ人， ロシア人の

植民が吸収 されたのである。……中国の国内

には今 も異人種 としての意識 を持 ち，中国語

以外の 自分の言語 を維持 している非中国人の

末喬が何十集団も存在す る。ただ彼 らも交通

が盛んになるにつれて，徐々にではあるが確

実に吸収され， あと2，3代 もすれば，他の民

族 と同じ運命 をたどって中国人 とな γ)，外国

に起源 を持つ伝統はほとんどな くなってしま

うであろう。」5

「相異なる」部族間には歴史的な相違があ

1)， それが今 日の中国の各地に住む部族をは

っきりと分け隔てているのである。 タリム盆

地に住むオアシスの住民は農耕民であって，

そのまわ りに住むアル タイ系の遊牧民 とは今



も違っていると， レネ ・グローセ ッ トは指摘

している。「彼 らの外観は今 日で も蒙古人とは

異なヤ)，コーカサス人種のイラン人に酷似 し

ている。」6

ユダヤ人 の商人 とアジアの隊商路。G・F・

ハ ドソンは，ローマ時代のご く初期 の頃か ら

中国と地中海世 界の問に交通があ})， 文化 と

経済面で相 当の交流があったことを述べ てい

る。漢王朝の時代(紀 元前後それぞれ約2世

紀)に 東南の絹貿易は頂点に達 した。この貿

易で商人や兵士，捕虜が来て漢民族の間に混

じった。男たちは当時中国でしか得 られない

貴重な品をローマヘ運ぶため海路 と陸路に命

をかけたのであった。7

イザヤ書49章12節 が 書かれる200年 前 にす

でに中央アジアにイスラエルの植民地があっ

たという証拠がある。 この49章12節 は 中国

(「スエネの地」8)に イスラエル人がいたこと

を物語っている。 中国は少 な くとも紀元 前

1000年 頃か ら西方の世 界に門戸 を開 くことに

関心を持 っていた。ラクダによる隊商路が古

代にすでに存在 したことは， もともと中央ア

ジア産のラクダが紀元前2千 年に古代バ ビロ

ニヤに知 られていたことか らわかる。

イスラエルの植民が紀元前720年 にイラン

人の統治す るメデヤの交易都市に達す るず っ

と以前に，中国に至る道は中央アジア を貫 く

イラン人餌 アシス通商村の点在によってす

でに開かれていた。そのためイスラエル人は，

未知の蛮人 と戦いながら進路の定 まらない荒

地を切 り開 くという苦労 をす る必要が なか っ

た。 どのオアシスで も，イラン語 を使 って，

交易 を求める遊牧民 と接触す ることができた

のである。

ユダヤ 人が残 した2つ の文書の断片はすで

に， トルキスタンがユダヤ教に とって重要 な

地であることを示 している。2っ の文書の内

のひとつは，オーレル ・スタィン卿が天 山北

路のある場所で発見した，四角い楷書書きの

ヘブル文字で書かれたペルシャの商業文 であ

る。これは紀元708年 に書かれたものである。

今ひとつは前者 よ『)約15年前に，天山南路上
ト ン フ ァ ン

に位置する東部 トルキスタンの古代都市敦煙

か ら出土 した1枚 の紙に書かれた文書である。

これはフランスの学者 ポール ・ペ リオ ット教

授が地中に埋 もれた修道院の図書室か ら発見

した もので，古代のヘブル語で書かれていた。

これを出版 したフィリップ ・バーガー，モイ

ス ・シュワッブ両氏 もやは セ)8世 紀の文書で

ある としている。 ということは，これが これ

までに知 られているヘブル語で書かれた文書

の内で最 も古い もの ということになる。これ

は詩 篇と予言の書の何節かで構成 された簡単

な祈 とう書である。 しか しそれが書かれてい

る紙は，当時中国で しか作られなかった もの

である。9
カイフエン

開封のユダヤ人 。「散乱したユダ」が中国に

定住 したか どうかについてまだ正確なことは

ほとんどわか っていない。西欧人がこの点に

関心 を持 ち始めたのは1605年 の こ とであった。
カイフエン ウンガイテ ィェン

それは開封のユ ダヤ人， 頼 天 が， イエ ズ

ス会の宣教師でもあ})学 者で もあったマテオ・

リッチを北京に訪 ねた年 であった。それ以来

19世 紀末まで，外国人はこれらのユダヤ人の

後喬に大 いなる関心 を示 した。 イスラエル人

が東アジアで初めて発見された時の様子 を語

った リッチ神父の話は，ヨーロッパの世界に

とって劇的な新発見であった。それに刺激 さ

れてまずカ トリックの宣教師が，次いでプロ

テスタン トの宣教師，そ して最後にユダヤ人

があわただし く調査 にやって きた。
カイプエン

開封のユ ダヤ人の社会が初めて発見 された

時の状況 とこの発見か ら類推 され ることにつ

いて， リッチ神父は次の ように報告 している。

「私 たちは，以下に説明す るように，古代

のモーセの律法 を守って暮 らしているユダヤ

人を発見 した。 しか し家族数は少なく，私た
ホ　ナン カイフェン チェキアン

ちが知る限 セ)会堂は河南省の省都開封 と漸江
ハンチョウ カイフェン

省の省都杭州以外に皆無である。そこ(開 封

の会堂。訳者ル ドルフ ・ローウェンソール注)

に あるモーセの五書には母音点がな く，体裁

は昔の もの と同じで羊皮紙 を巻いたものであ
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った。これには旧約聖書の他の書は含まれて

お らず，後に どの ような書が加 えられたか を

彼 らは知 らなかった。彼らは割礼の儀式 を継

承 してお1)， さらに古代の しきた りに倣 って

豚肉や腱のついた肉を一切遠ざけていた。

北方の省に十字架の崇拝者 として知 られる

キリス ト教徒が存在す ることがわか ったのは

ほんの数年前である。60年 前に彼 らは戸数が

ふえ，文芸の面でも軍事 の面でも力を持つに

至ったので，中国人は彼 らを警戒 した程であ

った。彼らは恐ら く，他宗派に しば しば敵対

する回教徒に備えたのであろう。そこで中国

人は彼 らを捕縛 しようとした。そのため彼 ら

の中のある者は，トルコ人(す なわち回教徒。

訳者ローウェンソール注)， あるいはユ ダヤ人

となって逃れた。しかし大部分の者は異邦人

となった(中 国の儒教，仏教，道教に改宗 し

た。訳者ローウェンソール注)。 彼らの教会は

偶像を祭る寺 に変えられ，子孫は食物や飲み

物 をとる時に十字のしるしを手で示す習慣 を

維持 したが，十字を崇拝す る者の子孫である

ことを口にすることは望 まなかった。そのた

め今 日彼 らの間にも他の者の間に も， どんな

時に十字を切 るのか知 る者がいない。 しか し

この象徴は，彼 らが 中国に来た外国人の子孫

であることを明確 に示 している。」lo
ホ 　 ナ ン

リッチ神父の著した本が河南省出身で姓を
アイ

芙 とい うユダヤ人の手に渡った。「天の王」だ

けを礼拝する外国人が中国にいることを知 っ

たこのユ ダヤ 人は，彼 らがモーセの律法 を守

る人々であるに違 いないと確信 して，祭司の
カイフエン

家を捜 した。この訪問によって開封に10な い
カイフエン

し12の 家族がいること，そ して開封に美 しい

会堂のあるこ とがわかった。会堂には中庭，

別棟，それに洗いや沐浴が行なわれる中央の

囲い地が北側 にあった。南側には会堂の係の
と

者が規定された方法に よ1)， 動物 を殺す屠殺
カィ フ ェ ン

場があった。開封のユダヤ人は，羊皮紙に書

かれ，5つ の巻物になったモーセの五書 を崇
ハンチョウ

敬の念を持 って保管 していた。11ま た，杭州

やその他の場所に も少な くとも600年 前 か ら

ユ ダヤ 人が住んでいたのであった。

ユダヤ人の子孫であるこの中国人は，お も

しろい発音をまじえて旧約聖書の話をた くさ

ん した。例えば，エルサ レムのことをヘイル

ソロイム， またまだ これか ら降臨しようとし

ているメシヤのことをモシキア と言った。自
カイフェン

分はヘブル語 を知 らないが，開封 には知 って

いる人がた くさんいる， とも語 った。

日本 に残 るイスラエル人来訪 のなごり。ア

ジア大陸の東沿岸に位置 し，2，400キロの長 さ

を持つ 日本列 島は4つ の大きな島 と数百の小

さな島からなっている。この島々は古代イス

ラエルの故国か らはるか遠 く離れている。 し

か しこの島々には海か ら訪れることができる

ので，地理的に広 く様々な所から人々が来て

定住することが可能で あった。そのため多 く

の人々がアジア大陸か ら来た。また東南アジァ

の海岸地方やポ リネシアか らも人々が来た。12

ア メ リカ人 の画 家ベ テ ィ ・ブラ イ ア ンに

よ る この漢 口(ハ ンコ ウ)の 中 国系 ユ ダ

ヤ人 の絵 は， ヘ ブル 人 が世 界 中 に放 浪 し

定 着 した 二 とに よ り人種 が融 合 した 二と

を明 瞭 に告 げ て い る。
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カイフェン

開封にある会堂の外観

パ イ ロ ウ

周 族 の記 念 門(牌 楼)。 こ

の 門 を く ぐって 会 堂 の前

庭 の 中央 門 に達 す る。 こ

の 記念 門 は第 一 の ， あ る

い は外庭 の 中央 に位 置 し

て い る。(II部 ， 冊 章)

2.第 二 門 。両 方 に開 く扉 が

つ いて い る。

3.前 の大 広 間

4.前 の大 広 間 の東 側 の テ ラ

ス 。 この 台 の上 に仮 庵 の

祭 の ため に む しろの小 屋

が建 て られ た。 そ の周 囲

に 白 い大理 石 の欄干 が あ

っ た が。 会 堂 が破 壊 され

た時 に儒教 の寺 に持 ち去

られ， そ 二で 同様 の 目的

で使 用 さ れた 。

5.後 の大 広 問 。 成化 帝 の 時

代(1465-88年)に この

広 間 の西 端 部 ， す な わち

背 後 に3つ の 部屋 が建 て

増 しされ た。 神聖 な書 き

物 を入 れ た箱 や 四角 い聖

文 ，種 々 の書 き物 ， その

他 会 堂 の最 も神聖 な部 分

に関係 す る品 々 が ここ に

置 か れ た こと は明 らか で

あ る。 この広 間 は さ し絵

で は見 え な い が，屋 根 付

きの廊 下 で前 の広 問 とつ

な が って い る 。

6.厨 房 。 こ こで ユ ダヤ教 に

よ る食 物 の正 式 な処理 も

行 な わ れて い た もの と思

わ れ る。

7.周 囲 に石 の 井 げ た のあ る

井 戸 。 さ し絵 に は 出 て こ
も く

ない が， この 近 くに沐 浴

の た め の建 物 が あ っ た。

8.ユ ダヤ教 の創 始者 ア ブ ラ

ハ ム の広 間

9.聖 な る族 長 た ちの広 間
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最も初期の定住者の中にアイヌがいた。ア イ

ヌは現在 日本の北部 にごく少数生 き残って い

る白人種である。 また， 中国や韓国 と同 じよ

うに ， 皮膚が赤みがかろた，鼻の高いセム

系やアー リア系の民族 も渡 っている。14は る

か昔に日本列島に移 壷)住んだ数 多 くの民の中

に古代イスラエルの子孫が含 まれていたこと

に疑いをはさむ余地はない。
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(パー マ ー博 十 は ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 ア

ジア学 の学 部 長 で あ り， 宗 教 教 育部 で歴

史 と宗 教 の教 鞭 を取 っ て い る。 以 前 ア ジ

ア で従 軍牧 師 を務 め， 韓 国 伝 道 部長 に も

召 され て い る。 講 演や 著 述 活 動 も盛 ん で，

最 近 ， 「ア ジアの教 会 」 と題す る本 を著 し

て い る。 シャ ロ ン ・イー ス トステ ー キ部

エ ッジモ ン ト第8ワ ー ド部 で 日曜 学校 の

教 師 を して い る。)

☆ ☆
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1.ウ ォル ター ・J・ フ ィ ッシ ェル 『マ ラバ ル

海 岸 の コチ ン にお け るユ ダヤ 人文 化 の遺 跡 発

掘 』 「ア メ リカ東 洋 協 会 誌」 第87巻(1967年)

pp.230-48参 照

2.ク ラ ウデ ィウ ス ・ブ キャナ ン， 「ア ジア に お

け る キ リス ト教 の研 究 」 へ の 引 用文

3.同 上 ，p.225

4.『 中 国 人の 系 図研 究』 「補 足お よび報 道」 第

14巻 第1号 ，1966年11月 。 ウ ォル フ ラム ・エ

バ ー ハ ー ド 「中 国 東 部 お よ び 南 部 の 文 化 」

(1968年)で も， 中 国 初期 の広 範 な 人 口の 変

動 が 外 国 の侵 入 と関 連づ け て取 り上 げ られ て

い る。

5.ロ ドニ ー ・ギルバ ー ト， 「中 国 に何 が 起 こっ

て い るか 」(1926年)p.51

6.「 中国 の 起源 と隆 盛 」(1953年)p.70

7.G・F・ ハ ドソ ン， 「初 期 の 時 代 か ら1800年

に至 るヨー ロ ッパ と中 国 の関 係 の 調査 」(1961

年)。7世 紀 に描 かれ た絵 画 に 服装 や 容 貌 か ら

は っ き り西 洋 人 とわ か る人 々が 描 か れ て い る。

この こ とは ジ ェー ン ・ガ ス トン ・マ ー ラー が

「中国 唐 王朝 の小 立 像 に 見 られ る西 洋 人」 の

、 中で 触 れ て い る
。

8。数種の綴りで表記される地名 「スエネ」は，

紀元前の中国全体を指す西洋に共通の言葉で

ある。この語は紀元前221年 と206年 の間に中

国を制圧するに至った小国 「秦」の国名から

きている。

9.ア レ ン ・H・ ゴ ッ ドビー ， 「失 わ れ た十 支 族

の謎 ヘ ブ ル 人の 歴 史 は書 き直 さな けれ ば

な らな い」(1930年)p.39



m.ル ドル フ・ロー ウ ェ ン ソー ル 『初 期 の 時代

に 中 国 に来 た ユ ダ ヤ 人』 「民 間伝 承 」5巻 ，pp.

393-95

目.ウ ィ リアム ・C・ ホ ワ イ トは 中国 に い るユ

ダヤ 人 の な ご1)を1919年 に徹 底 的 に 調 査 して

い る。 彼 の 発 見 は， 初 め トロ ン ト大 学 出 版部

に よっ て 出版 され，1966年 に 「中国 の ユ ダヤ

人」 とい う題 で ニ ュー ヨー クのパ ラ ゴ ン出版

社 に よ って 再刊 さ れ た。 ホ ワ イ トは また 図解

付 きの記 事 「中 国 のユ ダヤ 人」 を 「ア ジアマ

ガ ジ ン」(1936年1月 ，pp.54-61)に 掲 載 し

て い る。

12.今 日の 日本 が 人種 ，文 化共 に 多種 の 混合 で

あ ン)，太 平 洋 の 鼠 々か ら も若 干 の 流 入 が あ っ

た こ とに言 及 す る に 当た って は， ハ ゴツや 他

の 海 の探 検 家 が ア メ リカ大 陸 の海 岸 か ら太平

洋 に 出て ， 「そ の後 何 の 音 沙汰 も なか っ た」

(ア ルマ63：5-8)こ とが思 い起 こ され る 。

あ の有 名 な コン チ キ号 の 探 検 の背 後 に あ る理

論 を証 明 す るため に， トー ル ・ヘ イエ ル ダー

ル は 「太 平洋 の ア メ リカイ ンデ ィアン」(1952

年)と い う本 の 中 で， 昔 太平 洋 に 向 か う航 海

はア刈)カ か栖 へ航路をとるイ頃向が強かっ

た こ とを述べ て い る。 彼 の 資料 は この よ うな

航 海 が 東 南 ア ジ ア， 中国 ，韓 国， 日本 に 及 ん

だ こ とを明 らか に して い る。

「大 和 の 日本 人」 と土 着 の ア イ ヌ人 の接 触 ，

前者 が 後 者 を主 流 で あ る 日本 人種 に また 日本

文 化 に吸 収 し よ う と努 力 した こ とは，ジョン ・

A・ ハ リソ ンの 「北 日本 の アイ ヌ」(1960年4

月)に 述 べ られ て い る。 彼 らの宗 教 上 の伝 統

につ い ては ， 二一 ル ・G・ ム ン ロ著 「ア イ ヌ

人 の信 仰 ， 祭 式」(1963年)参 照

13.昔 韓国人と南西アジアの民族の間に関係が
トユハ ム ソ ッ ク

あったことは，韓国慶州にある吐含山の石窟
ラ ム

庵のほら穴寺の壁面に描かれている鼻が長 く，

背が高 くてやせた人物の像が最 も生 き生きと

示している。この壁面が描かれたのは，8世

紀 の こ とで あ る。 あ る学 者 は 「こ の 人物像 は

ユ ダヤ 人 の特 徴 をは っ き り呈 して いう 」 と述

べ て い る 。チ ャー ル ズ ・ア レ ン・ク ラー タ「古

代 朝鮮 の宗 教 」(1932年)p.58参 照 。 これ を支

持 す る違 っ た種 類 の証 拠 が ，E・A・ ゴー ドン

著 『朝鮮 の寺 で 行 な われ た最 近 の 発 見 と初 期

の 東方 教 会 との関係 』 「王 立ア ジ ア協 会 紀 要 」

(第5巻 第1号 ，1914年)pp.1-39に 掲 載 され

て い る 。

14.ヘ フ悔 人の 影 響 を受 け た 日本 の工 芸 品 につ

い て は， 以 下 の もの が特 に興 味 深 い で あ ろ う。

ハ ー マ ン ・デ ィ ッカー 「極 東 に お け る放 浪 者

と移 民 ：中 国， 日本 に おけ るユ ダヤ 人の 生活 」

(fg62年)pp.15660。 古 代 日本 の神 話 を取

り上 げ た拙 稿 『キ リス トは 日本 を訪 れ だか 』

「ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 紀 要 」(1970年 冬季)

pp.135-60。 ア ー サー ・ロ イ ド 「日本 の 信 仰 。

日本 仏教 の歴 史概要 」(1911年)pp.49-55，

219

☆ ☆
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